
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○データサイエンスⅠ

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

データサイエンスⅠ

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論

データサイエンスⅠ

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ITビジネス論

データサイエンスⅠ

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論

プログラムを構成する科目のうち、最低限次の4単位のパターンか6単位のパターンを卒業時までに履修し、単位を修得す
る。
4単位のパターン：ITビジネス論、ビジネスリサーチ
6単位のパターン：情報システム論、経営情報論、ビジネスリサーチ
次の３科目、合計６単位を卒業時までに履修し、単位を修得する。
・データサイエンスⅠ
・データサイエンスⅡ
・はじめての統計学

 4  6 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの
生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

様式１

茨城キリスト教大学

茨城キリスト教大学データサイエンス教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

文学部、生活科学部、看護学部　文学部現代英語学科・文化交流学科、未来教養学環
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

ITビジネス、特にインターネットを用いたビジネスの特徴や社会に与えた影響など、全体像を知る「IT
ビジネス論」（2回目）
コンピュータの各種装置であるハードウエアについての基本知識と後の各論等で登場するプログラ
ミングやデーターベースに関する入門的な知識を得る。「情報システム論」（2回目）
ネットワークの技術から規格、種類、インターネットの技術等を概説した後に、ICTの活用動向を知
る。「情報システム論」（3回目）
データから情報へ、経営資源としての情報「経営情報論」（1回目）

IoT利用からデータ量の増加、そしてビッグデータをAIを利用して分析・活用するデータ駆動型社会。
ビッグデータを活用し、個人に適した情報サービスの提供、消費者行動モデルの構築。さらなるAIの
進化、人間とAIの関係性など、社会で起きている変化の概要を学ぶ。「データサイエンスⅠ」（2回目）

技術革新がもたらしたビジネスモデルの歴史的変遷、代表的なビジネスモデルの知識を得る。「ITビ
ジネス論」（3回目）
情報の種類や分析方法等の基本と情報をビジネス活かす分析方法に関する知識を学ぶ。「情報シ
ステム論」（11回目）
5G時代の到来とともに、更に進化するマルチメディアに関する基礎知識とビジネスでの活用事例を
理解する。「情報システム論」（12回目）
ビジネスプロセス革新「経営情報論」（5回目）

シェアリングエコノミーや商品レコメンデーション、異常検知など、AI等を活用したさまざまな新しいビ
ジネスモデルを学ぶ。また、今後さらに広く活用されるであろうAIの最新技術の活用例について学
ぶ。「データサイエンスⅠ」（7回目）

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

電子認証や電子決済の仕組みを理解し、私達の生活での活用事例などを理解する。「ITビジネス
論」（12回目）
組織の情報処理、経営戦略と情報「経営情報論」（2回目）

調査データやログデータなどのデータの種類、データをどのように得ているか。1次データ、2次デー
タ、3次データといったデータの所有者に関することやデータのメタ化。構造化データと非構造化デー
タ。ビッグデータとはどういうものなのか、またデータ処理の大まかな流れを学ぶ。「データサイエン
スⅠ」（3回目）

eビジネスには様々なビジネスの形態が存在する。各ビジネスの形態を理解し、実例とともにeビジネ
スの概要を理解する。「ITビジネス論」（4回目）
Webサイトを作成しただけでは、集客することはできない。Webサイトへ集客を促すマーケティング手
法の基本及び全体像を把握する。「ITビジネス論」（6回目）
経営情報システムの変遷「経営情報論」（3回目）
企業における情報処理「経営情報論」（4回目）

ビッグデータやIoT、ロボティクスといった新たな技術の進展によって、データとAIの活用領域が広
がっている。研究開発、生産活動、販売・消費、文化活動などさまざまな分野での活用状況と、活用
目的ごとのデータ・AI活用について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（4回目）

オペレーションズ・リサーチ その他

経営特講Ⅳ　情報技術基礎 4‐2アルゴリズム基礎

情報システム演習 4‐2アルゴリズム基礎

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

はじめての統計学 4-1統計および数理基礎

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅡ

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ビジネスリサーチ
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

1-4

1-5

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

日常生活の調べ物に欠かせない検索エンジンであるが、その成り立ちから現在まで、そして世界各
国の検索エンジン事情を踏まえて理解する。「ITビジネス論」（7回目）
システム開発の流れと要件定義やシステム化計画の流れを理解する。「情報システム論」（4回目）
ユーザーの接点であるインターフェースの設計及びデータベースとファイルの違い等、データベース
システムについての基礎知識を得る。「情報システム論」（5回目）
業務用アプリケーションの種類等を学び、製造業におけるアプリケーションの概要を理解する。「情
報システム論」（9回目）
販売管理システムや物流システムにおけるアプリケーションのほか、様々な業務アプリケーションに
関する知識を得る。「情報システム論」（10回目）

データ解析の具体的内容やAIの現状について学ぶ。また、密接に関係するデータの可視化や、解
析対象となるデータの種類などについても学ぶ。「データサイエンスⅠ」（5回目）

アンケートやSNSへの投稿、行動履歴などのデータからパターンやルール、顧客の深層心理を発見
する手法であるデータマイニングの基本知識を理解する。「ITビジネス論」（8回目）
構築した情報システムの運用管理の基礎知識について学ぶ。システム運用に欠かせないバックアッ
プや管理のコスト管理などの基礎知識を全般的に理解する。「情報システム論」（6回目）
ICT技術を活用して得られた情報を経営資源として、活用する基礎知識を学びつつ、マネジメント手
法を理解する。「情報システム論」（7回目）

データ分析による意思決定、情報技術による自動化、これらを進めるにあたり実際にはどのように
行われるか、どのような課題があるのかを学ぶ。また、データ・AIを活用することによって、どのよう
な価値が生まれるのか、価値を生むためにはどのようなことに気をつけるべきかを学ぶ。「データサ
イエンスⅠ」（6回目）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

度数分布、代表値、範囲と標準偏差の統計の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（11回目）
歪度と尖度、カイ2乗検定、T検定と分散分析の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（12回目）

「データを読む」ための基本事項を学ぶ。母集団と標本抽出、統計情報を正しく理解する注意点を学
ぶ。「データサイエンスⅠ」（8回目）
質的変数、量的変数、尺度と統計量、グラフの利用について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（9回目）
Excel の基本操作１　Excelの基本的疎な操作方法、データの可視化「データサイエンスⅡ」（2回目）
Excel の基本操作２　平均・標準偏差の算出と可視化「データサイエンスⅡ」（3回目）
Excel の基本操作３　基本統計量「データサイエンスⅡ」（4回目）
データ型と統計量（平均値、中央値、最頻値、分散、標準偏差）「データサイエンスⅡ」（5回目）
標本と母集団、正規分布、標本分布「データサイエンスⅡ」（7回目）

相関関係の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（13回目）
単回帰の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（14回目）

グラフや図を使用して分かりやすく表現することについて学ぶ。図解表現としてどのようなものがあ
るか、優れた可視化の例、不適切なグラフ表現について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（10回目）
グラフの種類、データ型とグラフ表現について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（11回目）

データの視覚的方法（度数分布表、ヒストグラム、箱ひげ図）「データサイエンスⅡ」（6回目）
データの関係性の調査　クロス集計表「データサイエンスⅡ」（9回目）
データの関係性の調査　平均値の比較「データサイエンスⅡ」（10回目）
データの関係性の調査　散布図、相関係数「データサイエンスⅡ」（11回目）

アンケート調査の実施方法の種類や企画設計など、基本的知識を学んだ後に、第７回までの知識
を活かして、実際にアンケートを作成する準備をする。「ビジネスリサーチ」（8回目）
Googleノートにて、実際にアンケートを作成する。「ビジネスリサーチ」（9回目）
集計計画のプランニング、自由回答のカテゴリー化やクロス集計とクロス分析のポイントを学び、ア
ンケート回収後の作業の手順を理解する。「ビジネスリサーチ」（10回目）

「データを扱う」基本的方法を学ぶ。データファイルの形式やデータ解析ツールについて学ぶ。「デー
タサイエンスⅠ」（12回目）
データの集計、データ操作、複数テーブルの結合、注意点などについて学ぶ。「データサイエンス
Ⅰ」（13回目）
検定と推定「データサイエンスⅡ」（8回目）
線型回帰「データサイエンスⅡ」（12回目）
時系列データ「データサイエンスⅡ」（13回目）
線形計画法「データサイエンスⅡ」（14回目）

日常生活のさまざまな分野でデータサイエンスが活用されていることを理解し、データを収集・分析し、データから価値を創
出する一連の過程に関する基礎知識を身につける。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

コンピュータウイルス対策の必要性と対策、ネット上で発生した企業の不祥事など事例とともに、問
題点を考察する。「ITビジネス論」（11回目）
ICTのサービス種類や形態、ライフサイクルを理解するとともに、システムのセキュリティ管理に関す
る知識を学ぶ。「情報システム論」（8回目）
情報化社会における課題（企業活動）「経営情報論」（13回目）
情報化社会における課題（情報通信技術、情報倫理）「経営情報論」（14回目）

データを扱う場合に守らなければならない法制度、AIでデータを扱う場合に留意すべき説明可能
性、アカウンタビリティなどについて学ぶ。また、AI活用における負の事例も確認する。「データサイ
エンスⅠ」（14回目）

ITビジネスにも光と影があり、様々な事件が発生している。知的財産権、個人情報保護法、不正競
争防止法などの判例から、ITビジネスの法的な基礎知識を学ぶ。「ITビジネス論」（13回目）
ICTのサービス種類や形態、ライフサイクルを理解するとともに、システムのセキュリティ管理に関す
る知識を学ぶ。「情報システム論」（8回目）
情報化社会における課題（企業活動）「経営情報論」（13回目）
情報化社会における課題（情報通信技術、情報倫理）「経営情報論」（14回目）

情報漏洩などによるセキュリティ事故やプライバシー侵害の事例をもとに、セキュリティ・プライバ
シーの観点からデータを守るための留意点を学ぶ。「データサイエンスⅠ」（14回目）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○データサイエンスⅠ

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

データサイエンスⅠ

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論

データサイエンスⅠ

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ITビジネス論

データサイエンスⅠ

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論

プログラムを構成する科目のうち、最低限次の4単位のパターンか6単位のパターンを卒業時までに履修し、単位を修得す
る。
4単位のパターン：ITビジネス論、ビジネスリサーチ
6単位のパターン：情報システム論、経営情報論、ビジネスリサーチ
次の３科目、合計６単位を卒業時までに履修し、単位を修得する。
・データサイエンスⅠ
・データサイエンスⅡ
・教育統計学

 4  6 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの
生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

様式１

茨城キリスト教大学

茨城キリスト教大学データサイエンス教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

文学部、生活科学部、看護学部　文学部児童教育学科
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

ITビジネス、特にインターネットを用いたビジネスの特徴や社会に与えた影響など、全体像を知る「IT
ビジネス論」（2回目）
コンピュータの各種装置であるハードウエアについての基本知識と後の各論等で登場するプログラ
ミングやデーターベースに関する入門的な知識を得る。「情報システム論」（2回目）
ネットワークの技術から規格、種類、インターネットの技術等を概説した後に、ICTの活用動向を知
る。「情報システム論」（3回目）
データから情報へ、経営資源としての情報「経営情報論」（1回目）

IoT利用からデータ量の増加、そしてビッグデータをAIを利用して分析・活用するデータ駆動型社会。
ビッグデータを活用し、個人に適した情報サービスの提供、消費者行動モデルの構築。さらなるAIの
進化、人間とAIの関係性など、社会で起きている変化の概要を学ぶ。「データサイエンスⅠ」（2回目）

技術革新がもたらしたビジネスモデルの歴史的変遷、代表的なビジネスモデルの知識を得る。「ITビ
ジネス論」（3回目）
情報の種類や分析方法等の基本と情報をビジネス活かす分析方法に関する知識を学ぶ。「情報シ
ステム論」（11回目）
5G時代の到来とともに、更に進化するマルチメディアに関する基礎知識とビジネスでの活用事例を
理解する。「情報システム論」（12回目）
ビジネスプロセス革新「経営情報論」（5回目）

シェアリングエコノミーや商品レコメンデーション、異常検知など、AI等を活用したさまざまな新しいビ
ジネスモデルを学ぶ。また、今後さらに広く活用されるであろうAIの最新技術の活用例について学
ぶ。「データサイエンスⅠ」（7回目）

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

電子認証や電子決済の仕組みを理解し、私達の生活での活用事例などを理解する。「ITビジネス
論」（12回目）
組織の情報処理、経営戦略と情報「経営情報論」（2回目）

調査データやログデータなどのデータの種類、データをどのように得ているか。1次データ、2次デー
タ、3次データといったデータの所有者に関することやデータのメタ化。構造化データと非構造化デー
タ。ビッグデータとはどういうものなのか、またデータ処理の大まかな流れを学ぶ。「データサイエン
スⅠ」（3回目）

eビジネスには様々なビジネスの形態が存在する。各ビジネスの形態を理解し、実例とともにeビジネ
スの概要を理解する。「ITビジネス論」（4回目）
Webサイトを作成しただけでは、集客することはできない。Webサイトへ集客を促すマーケティング手
法の基本及び全体像を把握する。「ITビジネス論」（6回目）
経営情報システムの変遷「経営情報論」（3回目）
企業における情報処理「経営情報論」（4回目）

ビッグデータやIoT、ロボティクスといった新たな技術の進展によって、データとAIの活用領域が広
がっている。研究開発、生産活動、販売・消費、文化活動などさまざまな分野での活用状況と、活用
目的ごとのデータ・AI活用について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（4回目）

オペレーションズ・リサーチ その他

教育統計学 4-1統計および数理基礎

経営特講Ⅳ　情報技術基礎 4‐2アルゴリズム基礎

情報システム演習 4‐2アルゴリズム基礎

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

はじめての統計学 4-1統計および数理基礎

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅡ

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ビジネスリサーチ
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

1-4

1-5

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

日常生活の調べ物に欠かせない検索エンジンであるが、その成り立ちから現在まで、そして世界各
国の検索エンジン事情を踏まえて理解する。「ITビジネス論」（7回目）
システム開発の流れと要件定義やシステム化計画の流れを理解する。「情報システム論」（4回目）
ユーザーの接点であるインターフェースの設計及びデータベースとファイルの違い等、データベース
システムについての基礎知識を得る。「情報システム論」（5回目）
業務用アプリケーションの種類等を学び、製造業におけるアプリケーションの概要を理解する。「情
報システム論」（9回目）
販売管理システムや物流システムにおけるアプリケーションのほか、様々な業務アプリケーションに
関する知識を得る。「情報システム論」（10回目）

データ解析の具体的内容やAIの現状について学ぶ。また、密接に関係するデータの可視化や、解
析対象となるデータの種類などについても学ぶ。「データサイエンスⅠ」（5回目）

アンケートやSNSへの投稿、行動履歴などのデータからパターンやルール、顧客の深層心理を発見
する手法であるデータマイニングの基本知識を理解する。「ITビジネス論」（8回目）
構築した情報システムの運用管理の基礎知識について学ぶ。システム運用に欠かせないバックアッ
プや管理のコスト管理などの基礎知識を全般的に理解する。「情報システム論」（6回目）
ICT技術を活用して得られた情報を経営資源として、活用する基礎知識を学びつつ、マネジメント手
法を理解する。「情報システム論」（7回目）

データ分析による意思決定、情報技術による自動化、これらを進めるにあたり実際にはどのように
行われるか、どのような課題があるのかを学ぶ。また、データ・AIを活用することによって、どのよう
な価値が生まれるのか、価値を生むためにはどのようなことに気をつけるべきかを学ぶ。「データサ
イエンスⅠ」（6回目）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

度数分布、代表値、範囲と標準偏差の統計の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（11回目）
歪度と尖度、カイ2乗検定、T検定と分散分析の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（12回目）

「データを読む」ための基本事項を学ぶ。母集団と標本抽出、統計情報を正しく理解する注意点を学
ぶ。「データサイエンスⅠ」（8回目）
質的変数、量的変数、尺度と統計量、グラフの利用について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（9回目）
Excel の基本操作１　Excelの基本的疎な操作方法、データの可視化「データサイエンスⅡ」（2回目）
Excel の基本操作２　平均・標準偏差の算出と可視化「データサイエンスⅡ」（3回目）
Excel の基本操作３　基本統計量「データサイエンスⅡ」（4回目）
データ型と統計量（平均値、中央値、最頻値、分散、標準偏差）「データサイエンスⅡ」（5回目）
標本と母集団、正規分布、標本分布「データサイエンスⅡ」（7回目）

相関関係の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（13回目）
単回帰の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（14回目）

グラフや図を使用して分かりやすく表現することについて学ぶ。図解表現としてどのようなものがあ
るか、優れた可視化の例、不適切なグラフ表現について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（10回目）
グラフの種類、データ型とグラフ表現について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（11回目）

データの視覚的方法（度数分布表、ヒストグラム、箱ひげ図）「データサイエンスⅡ」（6回目）
データの関係性の調査　クロス集計表「データサイエンスⅡ」（9回目）
データの関係性の調査　平均値の比較「データサイエンスⅡ」（10回目）
データの関係性の調査　散布図、相関係数「データサイエンスⅡ」（11回目）

アンケート調査の実施方法の種類や企画設計など、基本的知識を学んだ後に、第７回までの知識
を活かして、実際にアンケートを作成する準備をする。「ビジネスリサーチ」（8回目）
Googleノートにて、実際にアンケートを作成する。「ビジネスリサーチ」（9回目）
集計計画のプランニング、自由回答のカテゴリー化やクロス集計とクロス分析のポイントを学び、ア
ンケート回収後の作業の手順を理解する。「ビジネスリサーチ」（10回目）

「データを扱う」基本的方法を学ぶ。データファイルの形式やデータ解析ツールについて学ぶ。「デー
タサイエンスⅠ」（12回目）
データの集計、データ操作、複数テーブルの結合、注意点などについて学ぶ。「データサイエンス
Ⅰ」（13回目）
検定と推定「データサイエンスⅡ」（8回目）
線型回帰「データサイエンスⅡ」（12回目）
時系列データ「データサイエンスⅡ」（13回目）
線形計画法「データサイエンスⅡ」（14回目）

日常生活のさまざまな分野でデータサイエンスが活用されていることを理解し、データを収集・分析し、データから価値を創
出する一連の過程に関する基礎知識を身につける。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

コンピュータウイルス対策の必要性と対策、ネット上で発生した企業の不祥事など事例とともに、問
題点を考察する。「ITビジネス論」（11回目）
ICTのサービス種類や形態、ライフサイクルを理解するとともに、システムのセキュリティ管理に関す
る知識を学ぶ。「情報システム論」（8回目）
情報化社会における課題（企業活動）「経営情報論」（13回目）
情報化社会における課題（情報通信技術、情報倫理）「経営情報論」（14回目）

データを扱う場合に守らなければならない法制度、AIでデータを扱う場合に留意すべき説明可能
性、アカウンタビリティなどについて学ぶ。また、AI活用における負の事例も確認する。「データサイ
エンスⅠ」（14回目）

ITビジネスにも光と影があり、様々な事件が発生している。知的財産権、個人情報保護法、不正競
争防止法などの判例から、ITビジネスの法的な基礎知識を学ぶ。「ITビジネス論」（13回目）
ICTのサービス種類や形態、ライフサイクルを理解するとともに、システムのセキュリティ管理に関す
る知識を学ぶ。「情報システム論」（8回目）
情報化社会における課題（企業活動）「経営情報論」（13回目）
情報化社会における課題（情報通信技術、情報倫理）「経営情報論」（14回目）

情報漏洩などによるセキュリティ事故やプライバシー侵害の事例をもとに、セキュリティ・プライバ
シーの観点からデータを守るための留意点を学ぶ。「データサイエンスⅠ」（14回目）

-8-



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○データサイエンスⅠ

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

データサイエンスⅠ

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論

データサイエンスⅠ

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ITビジネス論

データサイエンスⅠ

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論

プログラムを構成する科目のうち、最低限次の4単位のパターンか6単位のパターンを卒業時までに履修し、単位を修得す
る。
4単位のパターン：ITビジネス論、ビジネスリサーチ
6単位のパターン：情報システム論、経営情報論、ビジネスリサーチ
次の2科目、合計4単位を卒業時までに履修し、単位を修得する。
　データサイエンスⅠ、データサイエンスⅡ
次の2科目のうち1科目、2単位を卒業時までに履修し、単位を修得する。
　心理学統計法、はじめての統計学

 4  6 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの
生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

様式１

茨城キリスト教大学

茨城キリスト教大学データサイエンス教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

文学部、生活科学部、看護学部　生活科学部心理福祉学科

-9-



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

ITビジネス、特にインターネットを用いたビジネスの特徴や社会に与えた影響など、全体像を知る「IT
ビジネス論」（2回目）
コンピュータの各種装置であるハードウエアについての基本知識と後の各論等で登場するプログラ
ミングやデーターベースに関する入門的な知識を得る。「情報システム論」（2回目）
ネットワークの技術から規格、種類、インターネットの技術等を概説した後に、ICTの活用動向を知
る。「情報システム論」（3回目）
データから情報へ、経営資源としての情報「経営情報論」（1回目）

IoT利用からデータ量の増加、そしてビッグデータをAIを利用して分析・活用するデータ駆動型社会。
ビッグデータを活用し、個人に適した情報サービスの提供、消費者行動モデルの構築。さらなるAIの
進化、人間とAIの関係性など、社会で起きている変化の概要を学ぶ。「データサイエンスⅠ」（2回目）

技術革新がもたらしたビジネスモデルの歴史的変遷、代表的なビジネスモデルの知識を得る。「ITビ
ジネス論」（3回目）
情報の種類や分析方法等の基本と情報をビジネス活かす分析方法に関する知識を学ぶ。「情報シ
ステム論」（11回目）
5G時代の到来とともに、更に進化するマルチメディアに関する基礎知識とビジネスでの活用事例を
理解する。「情報システム論」（12回目）
ビジネスプロセス革新「経営情報論」（5回目）

シェアリングエコノミーや商品レコメンデーション、異常検知など、AI等を活用したさまざまな新しいビ
ジネスモデルを学ぶ。また、今後さらに広く活用されるであろうAIの最新技術の活用例について学
ぶ。「データサイエンスⅠ」（7回目）

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

電子認証や電子決済の仕組みを理解し、私達の生活での活用事例などを理解する。「ITビジネス
論」（12回目）
組織の情報処理、経営戦略と情報「経営情報論」（2回目）

調査データやログデータなどのデータの種類、データをどのように得ているか。1次データ、2次デー
タ、3次データといったデータの所有者に関することやデータのメタ化。構造化データと非構造化デー
タ。ビッグデータとはどういうものなのか、またデータ処理の大まかな流れを学ぶ。「データサイエン
スⅠ」（3回目）

eビジネスには様々なビジネスの形態が存在する。各ビジネスの形態を理解し、実例とともにeビジネ
スの概要を理解する。「ITビジネス論」（4回目）
Webサイトを作成しただけでは、集客することはできない。Webサイトへ集客を促すマーケティング手
法の基本及び全体像を把握する。「ITビジネス論」（6回目）
経営情報システムの変遷「経営情報論」（3回目）
企業における情報処理「経営情報論」（4回目）

ビッグデータやIoT、ロボティクスといった新たな技術の進展によって、データとAIの活用領域が広
がっている。研究開発、生産活動、販売・消費、文化活動などさまざまな分野での活用状況と、活用
目的ごとのデータ・AI活用について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（4回目）

オペレーションズ・リサーチ その他

心理学統計法 4-1統計および数理基礎

経営特講Ⅳ　情報技術基礎 4‐2アルゴリズム基礎

情報システム演習 4‐2アルゴリズム基礎

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

はじめての統計学 4-1統計および数理基礎

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅡ

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ビジネスリサーチ
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1-4

1-5

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

日常生活の調べ物に欠かせない検索エンジンであるが、その成り立ちから現在まで、そして世界各
国の検索エンジン事情を踏まえて理解する。「ITビジネス論」（7回目）
システム開発の流れと要件定義やシステム化計画の流れを理解する。「情報システム論」（4回目）
ユーザーの接点であるインターフェースの設計及びデータベースとファイルの違い等、データベース
システムについての基礎知識を得る。「情報システム論」（5回目）
業務用アプリケーションの種類等を学び、製造業におけるアプリケーションの概要を理解する。「情
報システム論」（9回目）
販売管理システムや物流システムにおけるアプリケーションのほか、様々な業務アプリケーションに
関する知識を得る。「情報システム論」（10回目）

データ解析の具体的内容やAIの現状について学ぶ。また、密接に関係するデータの可視化や、解
析対象となるデータの種類などについても学ぶ。「データサイエンスⅠ」（5回目）

アンケートやSNSへの投稿、行動履歴などのデータからパターンやルール、顧客の深層心理を発見
する手法であるデータマイニングの基本知識を理解する。「ITビジネス論」（8回目）
構築した情報システムの運用管理の基礎知識について学ぶ。システム運用に欠かせないバックアッ
プや管理のコスト管理などの基礎知識を全般的に理解する。「情報システム論」（6回目）
ICT技術を活用して得られた情報を経営資源として、活用する基礎知識を学びつつ、マネジメント手
法を理解する。「情報システム論」（7回目）

データ分析による意思決定、情報技術による自動化、これらを進めるにあたり実際にはどのように
行われるか、どのような課題があるのかを学ぶ。また、データ・AIを活用することによって、どのよう
な価値が生まれるのか、価値を生むためにはどのようなことに気をつけるべきかを学ぶ。「データサ
イエンスⅠ」（6回目）
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

度数分布、代表値、範囲と標準偏差の統計の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（11回目）
歪度と尖度、カイ2乗検定、T検定と分散分析の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（12回目）

「データを読む」ための基本事項を学ぶ。母集団と標本抽出、統計情報を正しく理解する注意点を学
ぶ。「データサイエンスⅠ」（8回目）
質的変数、量的変数、尺度と統計量、グラフの利用について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（9回目）
Excel の基本操作１　Excelの基本的疎な操作方法、データの可視化「データサイエンスⅡ」（2回目）
Excel の基本操作２　平均・標準偏差の算出と可視化「データサイエンスⅡ」（3回目）
Excel の基本操作３　基本統計量「データサイエンスⅡ」（4回目）
データ型と統計量（平均値、中央値、最頻値、分散、標準偏差）「データサイエンスⅡ」（5回目）
標本と母集団、正規分布、標本分布「データサイエンスⅡ」（7回目）

相関関係の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（13回目）
単回帰の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（14回目）

グラフや図を使用して分かりやすく表現することについて学ぶ。図解表現としてどのようなものがあ
るか、優れた可視化の例、不適切なグラフ表現について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（10回目）
グラフの種類、データ型とグラフ表現について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（11回目）

データの視覚的方法（度数分布表、ヒストグラム、箱ひげ図）「データサイエンスⅡ」（6回目）
データの関係性の調査　クロス集計表「データサイエンスⅡ」（9回目）
データの関係性の調査　平均値の比較「データサイエンスⅡ」（10回目）
データの関係性の調査　散布図、相関係数「データサイエンスⅡ」（11回目）

アンケート調査の実施方法の種類や企画設計など、基本的知識を学んだ後に、第７回までの知識
を活かして、実際にアンケートを作成する準備をする。「ビジネスリサーチ」（8回目）
Googleノートにて、実際にアンケートを作成する。「ビジネスリサーチ」（9回目）
集計計画のプランニング、自由回答のカテゴリー化やクロス集計とクロス分析のポイントを学び、ア
ンケート回収後の作業の手順を理解する。「ビジネスリサーチ」（10回目）

「データを扱う」基本的方法を学ぶ。データファイルの形式やデータ解析ツールについて学ぶ。「デー
タサイエンスⅠ」（12回目）
データの集計、データ操作、複数テーブルの結合、注意点などについて学ぶ。「データサイエンス
Ⅰ」（13回目）
検定と推定「データサイエンスⅡ」（8回目）
線型回帰「データサイエンスⅡ」（12回目）
時系列データ「データサイエンスⅡ」（13回目）
線形計画法「データサイエンスⅡ」（14回目）

日常生活のさまざまな分野でデータサイエンスが活用されていることを理解し、データを収集・分析し、データから価値を創
出する一連の過程に関する基礎知識を身につける。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

コンピュータウイルス対策の必要性と対策、ネット上で発生した企業の不祥事など事例とともに、問
題点を考察する。「ITビジネス論」（11回目）
ICTのサービス種類や形態、ライフサイクルを理解するとともに、システムのセキュリティ管理に関す
る知識を学ぶ。「情報システム論」（8回目）
情報化社会における課題（企業活動）「経営情報論」（13回目）
情報化社会における課題（情報通信技術、情報倫理）「経営情報論」（14回目）

データを扱う場合に守らなければならない法制度、AIでデータを扱う場合に留意すべき説明可能
性、アカウンタビリティなどについて学ぶ。また、AI活用における負の事例も確認する。「データサイ
エンスⅠ」（14回目）

ITビジネスにも光と影があり、様々な事件が発生している。知的財産権、個人情報保護法、不正競
争防止法などの判例から、ITビジネスの法的な基礎知識を学ぶ。「ITビジネス論」（13回目）
ICTのサービス種類や形態、ライフサイクルを理解するとともに、システムのセキュリティ管理に関す
る知識を学ぶ。「情報システム論」（8回目）
情報化社会における課題（企業活動）「経営情報論」（13回目）
情報化社会における課題（情報通信技術、情報倫理）「経営情報論」（14回目）

情報漏洩などによるセキュリティ事故やプライバシー侵害の事例をもとに、セキュリティ・プライバ
シーの観点からデータを守るための留意点を学ぶ。「データサイエンスⅠ」（14回目）
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大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

プログラムを構成する科目のうち、最低限次の4単位のパターンか6単位のパターンを卒業時までに履修し、単位を修得す
る。
4単位のパターン：ITビジネス論、ビジネスリサーチ
6単位のパターン：情報システム論、経営情報論、ビジネスリサーチ
次の３科目、合計６単位を卒業時までに履修し、単位を修得する。
・データサイエンスⅠ
・データサイエンスⅡ
・栄養統計処理

 4  6 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの
生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

様式１

茨城キリスト教大学

茨城キリスト教大学データサイエンス教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

文学部、生活科学部、看護学部　生活科学部食物健康科学科

データサイエンスⅠ

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論

経営情報論

データサイエンスⅠ

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ITビジネス論

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ITビジネス論

情報システム論

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅠ

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論

-13-



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅡ

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ビジネスリサーチ

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

はじめての統計学 4-1統計および数理基礎

オペレーションズ・リサーチ その他

栄養統計処理 4-1統計および数理基礎

経営特講Ⅳ　情報技術基礎 4‐2アルゴリズム基礎

情報システム演習 4‐2アルゴリズム基礎

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

ITビジネス、特にインターネットを用いたビジネスの特徴や社会に与えた影響など、全体像を知る「IT
ビジネス論」（2回目）
コンピュータの各種装置であるハードウエアについての基本知識と後の各論等で登場するプログラ
ミングやデーターベースに関する入門的な知識を得る。「情報システム論」（2回目）
ネットワークの技術から規格、種類、インターネットの技術等を概説した後に、ICTの活用動向を知
る。「情報システム論」（3回目）
データから情報へ、経営資源としての情報「経営情報論」（1回目）

IoT利用からデータ量の増加、そしてビッグデータをAIを利用して分析・活用するデータ駆動型社会。
ビッグデータを活用し、個人に適した情報サービスの提供、消費者行動モデルの構築。さらなるAIの
進化、人間とAIの関係性など、社会で起きている変化の概要を学ぶ。「データサイエンスⅠ」（2回目）

技術革新がもたらしたビジネスモデルの歴史的変遷、代表的なビジネスモデルの知識を得る。「ITビ
ジネス論」（3回目）
情報の種類や分析方法等の基本と情報をビジネス活かす分析方法に関する知識を学ぶ。「情報シ
ステム論」（11回目）
5G時代の到来とともに、更に進化するマルチメディアに関する基礎知識とビジネスでの活用事例を
理解する。「情報システム論」（12回目）
ビジネスプロセス革新「経営情報論」（5回目）

シェアリングエコノミーや商品レコメンデーション、異常検知など、AI等を活用したさまざまな新しいビ
ジネスモデルを学ぶ。また、今後さらに広く活用されるであろうAIの最新技術の活用例について学
ぶ。「データサイエンスⅠ」（7回目）

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

電子認証や電子決済の仕組みを理解し、私達の生活での活用事例などを理解する。「ITビジネス
論」（12回目）
組織の情報処理、経営戦略と情報「経営情報論」（2回目）

調査データやログデータなどのデータの種類、データをどのように得ているか。1次データ、2次デー
タ、3次データといったデータの所有者に関することやデータのメタ化。構造化データと非構造化デー
タ。ビッグデータとはどういうものなのか、またデータ処理の大まかな流れを学ぶ。「データサイエン
スⅠ」（3回目）

eビジネスには様々なビジネスの形態が存在する。各ビジネスの形態を理解し、実例とともにeビジネ
スの概要を理解する。「ITビジネス論」（4回目）
Webサイトを作成しただけでは、集客することはできない。Webサイトへ集客を促すマーケティング手
法の基本及び全体像を把握する。「ITビジネス論」（6回目）
経営情報システムの変遷「経営情報論」（3回目）
企業における情報処理「経営情報論」（4回目）

ビッグデータやIoT、ロボティクスといった新たな技術の進展によって、データとAIの活用領域が広
がっている。研究開発、生産活動、販売・消費、文化活動などさまざまな分野での活用状況と、活用
目的ごとのデータ・AI活用について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（4回目）
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1-4

1-5

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

日常生活の調べ物に欠かせない検索エンジンであるが、その成り立ちから現在まで、そして世界各
国の検索エンジン事情を踏まえて理解する。「ITビジネス論」（7回目）
システム開発の流れと要件定義やシステム化計画の流れを理解する。「情報システム論」（4回目）
ユーザーの接点であるインターフェースの設計及びデータベースとファイルの違い等、データベース
システムについての基礎知識を得る。「情報システム論」（5回目）
業務用アプリケーションの種類等を学び、製造業におけるアプリケーションの概要を理解する。「情
報システム論」（9回目）
販売管理システムや物流システムにおけるアプリケーションのほか、様々な業務アプリケーションに
関する知識を得る。「情報システム論」（10回目）

データ解析の具体的内容やAIの現状について学ぶ。また、密接に関係するデータの可視化や、解
析対象となるデータの種類などについても学ぶ。「データサイエンスⅠ」（5回目）

アンケートやSNSへの投稿、行動履歴などのデータからパターンやルール、顧客の深層心理を発見
する手法であるデータマイニングの基本知識を理解する。「ITビジネス論」（8回目）
構築した情報システムの運用管理の基礎知識について学ぶ。システム運用に欠かせないバックアッ
プや管理のコスト管理などの基礎知識を全般的に理解する。「情報システム論」（6回目）
ICT技術を活用して得られた情報を経営資源として、活用する基礎知識を学びつつ、マネジメント手
法を理解する。「情報システム論」（7回目）

データ分析による意思決定、情報技術による自動化、これらを進めるにあたり実際にはどのように
行われるか、どのような課題があるのかを学ぶ。また、データ・AIを活用することによって、どのよう
な価値が生まれるのか、価値を生むためにはどのようなことに気をつけるべきかを学ぶ。「データサ
イエンスⅠ」（6回目）
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

度数分布、代表値、範囲と標準偏差の統計の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（11回目）
歪度と尖度、カイ2乗検定、T検定と分散分析の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（12回目）

「データを読む」ための基本事項を学ぶ。母集団と標本抽出、統計情報を正しく理解する注意点を学
ぶ。「データサイエンスⅠ」（8回目）
質的変数、量的変数、尺度と統計量、グラフの利用について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（9回目）
Excel の基本操作１　Excelの基本的疎な操作方法、データの可視化「データサイエンスⅡ」（2回目）
Excel の基本操作２　平均・標準偏差の算出と可視化「データサイエンスⅡ」（3回目）
Excel の基本操作３　基本統計量「データサイエンスⅡ」（4回目）
データ型と統計量（平均値、中央値、最頻値、分散、標準偏差）「データサイエンスⅡ」（5回目）
標本と母集団、正規分布、標本分布「データサイエンスⅡ」（7回目）

相関関係の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（13回目）
単回帰の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（14回目）

グラフや図を使用して分かりやすく表現することについて学ぶ。図解表現としてどのようなものがあ
るか、優れた可視化の例、不適切なグラフ表現について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（10回目）
グラフの種類、データ型とグラフ表現について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（11回目）

データの視覚的方法（度数分布表、ヒストグラム、箱ひげ図）「データサイエンスⅡ」（6回目）
データの関係性の調査　クロス集計表「データサイエンスⅡ」（9回目）
データの関係性の調査　平均値の比較「データサイエンスⅡ」（10回目）
データの関係性の調査　散布図、相関係数「データサイエンスⅡ」（11回目）

アンケート調査の実施方法の種類や企画設計など、基本的知識を学んだ後に、第７回までの知識
を活かして、実際にアンケートを作成する準備をする。「ビジネスリサーチ」（8回目）
Googleノートにて、実際にアンケートを作成する。「ビジネスリサーチ」（9回目）
集計計画のプランニング、自由回答のカテゴリー化やクロス集計とクロス分析のポイントを学び、ア
ンケート回収後の作業の手順を理解する。「ビジネスリサーチ」（10回目）

「データを扱う」基本的方法を学ぶ。データファイルの形式やデータ解析ツールについて学ぶ。「デー
タサイエンスⅠ」（12回目）
データの集計、データ操作、複数テーブルの結合、注意点などについて学ぶ。「データサイエンス
Ⅰ」（13回目）
検定と推定「データサイエンスⅡ」（8回目）
線型回帰「データサイエンスⅡ」（12回目）
時系列データ「データサイエンスⅡ」（13回目）
線形計画法「データサイエンスⅡ」（14回目）

日常生活のさまざまな分野でデータサイエンスが活用されていることを理解し、データを収集・分析し、データから価値を創
出する一連の過程に関する基礎知識を身につける。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

コンピュータウイルス対策の必要性と対策、ネット上で発生した企業の不祥事など事例とともに、問
題点を考察する。「ITビジネス論」（11回目）
ICTのサービス種類や形態、ライフサイクルを理解するとともに、システムのセキュリティ管理に関す
る知識を学ぶ。「情報システム論」（8回目）
情報化社会における課題（企業活動）「経営情報論」（13回目）
情報化社会における課題（情報通信技術、情報倫理）「経営情報論」（14回目）

データを扱う場合に守らなければならない法制度、AIでデータを扱う場合に留意すべき説明可能
性、アカウンタビリティなどについて学ぶ。また、AI活用における負の事例も確認する。「データサイ
エンスⅠ」（14回目）

ITビジネスにも光と影があり、様々な事件が発生している。知的財産権、個人情報保護法、不正競
争防止法などの判例から、ITビジネスの法的な基礎知識を学ぶ。「ITビジネス論」（13回目）
ICTのサービス種類や形態、ライフサイクルを理解するとともに、システムのセキュリティ管理に関す
る知識を学ぶ。「情報システム論」（8回目）
情報化社会における課題（企業活動）「経営情報論」（13回目）
情報化社会における課題（情報通信技術、情報倫理）「経営情報論」（14回目）

情報漏洩などによるセキュリティ事故やプライバシー侵害の事例をもとに、セキュリティ・プライバ
シーの観点からデータを守るための留意点を学ぶ。「データサイエンスⅠ」（14回目）
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大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

プログラムを構成する科目のうち、最低限次の4単位のパターンか6単位のパターンを卒業時までに履修し、単位を修得す
る。
4単位のパターン：ITビジネス論、ビジネスリサーチ
6単位のパターン：情報システム論、経営情報論、ビジネスリサーチ
次の３科目、合計６単位を卒業時までに履修し、単位を修得する。
・データサイエンスⅠ
・データサイエンスⅡ
・保健統計

 4  6 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの
生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

様式１

茨城キリスト教大学

茨城キリスト教大学データサイエンス教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

文学部、生活科学部、看護学部

データサイエンスⅠ

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論

経営情報論

データサイエンスⅠ

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ITビジネス論

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ITビジネス論

情報システム論

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅠ

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

データサイエンスⅠ

データサイエンスⅡ

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ビジネスリサーチ

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

はじめての統計学 4-1統計および数理基礎

オペレーションズ・リサーチ その他

保健統計 4-1統計および数理基礎

経営特講Ⅳ　情報技術基礎 4‐2アルゴリズム基礎

情報システム演習 4‐2アルゴリズム基礎

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

ITビジネス、特にインターネットを用いたビジネスの特徴や社会に与えた影響など、全体像を知る「IT
ビジネス論」（2回目）
コンピュータの各種装置であるハードウエアについての基本知識と後の各論等で登場するプログラ
ミングやデーターベースに関する入門的な知識を得る。「情報システム論」（2回目）
ネットワークの技術から規格、種類、インターネットの技術等を概説した後に、ICTの活用動向を知
る。「情報システム論」（3回目）
データから情報へ、経営資源としての情報「経営情報論」（1回目）

IoT利用からデータ量の増加、そしてビッグデータをAIを利用して分析・活用するデータ駆動型社会。
ビッグデータを活用し、個人に適した情報サービスの提供、消費者行動モデルの構築。さらなるAIの
進化、人間とAIの関係性など、社会で起きている変化の概要を学ぶ。「データサイエンスⅠ」（2回目）

技術革新がもたらしたビジネスモデルの歴史的変遷、代表的なビジネスモデルの知識を得る。「ITビ
ジネス論」（3回目）
情報の種類や分析方法等の基本と情報をビジネス活かす分析方法に関する知識を学ぶ。「情報シ
ステム論」（11回目）
5G時代の到来とともに、更に進化するマルチメディアに関する基礎知識とビジネスでの活用事例を
理解する。「情報システム論」（12回目）
ビジネスプロセス革新「経営情報論」（5回目）

シェアリングエコノミーや商品レコメンデーション、異常検知など、AI等を活用したさまざまな新しいビ
ジネスモデルを学ぶ。また、今後さらに広く活用されるであろうAIの最新技術の活用例について学
ぶ。「データサイエンスⅠ」（7回目）

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

電子認証や電子決済の仕組みを理解し、私達の生活での活用事例などを理解する。「ITビジネス
論」（12回目）
組織の情報処理、経営戦略と情報「経営情報論」（2回目）

調査データやログデータなどのデータの種類、データをどのように得ているか。1次データ、2次デー
タ、3次データといったデータの所有者に関することやデータのメタ化。構造化データと非構造化デー
タ。ビッグデータとはどういうものなのか、またデータ処理の大まかな流れを学ぶ。「データサイエン
スⅠ」（3回目）

eビジネスには様々なビジネスの形態が存在する。各ビジネスの形態を理解し、実例とともにeビジネ
スの概要を理解する。「ITビジネス論」（4回目）
Webサイトを作成しただけでは、集客することはできない。Webサイトへ集客を促すマーケティング手
法の基本及び全体像を把握する。「ITビジネス論」（6回目）
経営情報システムの変遷「経営情報論」（3回目）
企業における情報処理「経営情報論」（4回目）

ビッグデータやIoT、ロボティクスといった新たな技術の進展によって、データとAIの活用領域が広
がっている。研究開発、生産活動、販売・消費、文化活動などさまざまな分野での活用状況と、活用
目的ごとのデータ・AI活用について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（4回目）
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1-4

1-5

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

日常生活の調べ物に欠かせない検索エンジンであるが、その成り立ちから現在まで、そして世界各
国の検索エンジン事情を踏まえて理解する。「ITビジネス論」（7回目）
システム開発の流れと要件定義やシステム化計画の流れを理解する。「情報システム論」（4回目）
ユーザーの接点であるインターフェースの設計及びデータベースとファイルの違い等、データベース
システムについての基礎知識を得る。「情報システム論」（5回目）
業務用アプリケーションの種類等を学び、製造業におけるアプリケーションの概要を理解する。「情
報システム論」（9回目）
販売管理システムや物流システムにおけるアプリケーションのほか、様々な業務アプリケーションに
関する知識を得る。「情報システム論」（10回目）

データ解析の具体的内容やAIの現状について学ぶ。また、密接に関係するデータの可視化や、解
析対象となるデータの種類などについても学ぶ。「データサイエンスⅠ」（5回目）

アンケートやSNSへの投稿、行動履歴などのデータからパターンやルール、顧客の深層心理を発見
する手法であるデータマイニングの基本知識を理解する。「ITビジネス論」（8回目）
構築した情報システムの運用管理の基礎知識について学ぶ。システム運用に欠かせないバックアッ
プや管理のコスト管理などの基礎知識を全般的に理解する。「情報システム論」（6回目）
ICT技術を活用して得られた情報を経営資源として、活用する基礎知識を学びつつ、マネジメント手
法を理解する。「情報システム論」（7回目）

データ分析による意思決定、情報技術による自動化、これらを進めるにあたり実際にはどのように
行われるか、どのような課題があるのかを学ぶ。また、データ・AIを活用することによって、どのよう
な価値が生まれるのか、価値を生むためにはどのようなことに気をつけるべきかを学ぶ。「データサ
イエンスⅠ」（6回目）
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

度数分布、代表値、範囲と標準偏差の統計の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（11回目）
歪度と尖度、カイ2乗検定、T検定と分散分析の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（12回目）

「データを読む」ための基本事項を学ぶ。母集団と標本抽出、統計情報を正しく理解する注意点を学
ぶ。「データサイエンスⅠ」（8回目）
質的変数、量的変数、尺度と統計量、グラフの利用について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（9回目）
Excel の基本操作１　Excelの基本的疎な操作方法、データの可視化「データサイエンスⅡ」（2回目）
Excel の基本操作２　平均・標準偏差の算出と可視化「データサイエンスⅡ」（3回目）
Excel の基本操作３　基本統計量「データサイエンスⅡ」（4回目）
データ型と統計量（平均値、中央値、最頻値、分散、標準偏差）「データサイエンスⅡ」（5回目）
標本と母集団、正規分布、標本分布「データサイエンスⅡ」（7回目）

相関関係の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（13回目）
単回帰の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（14回目）

グラフや図を使用して分かりやすく表現することについて学ぶ。図解表現としてどのようなものがあ
るか、優れた可視化の例、不適切なグラフ表現について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（10回目）
グラフの種類、データ型とグラフ表現について学ぶ。「データサイエンスⅠ」（11回目）

データの視覚的方法（度数分布表、ヒストグラム、箱ひげ図）「データサイエンスⅡ」（6回目）
データの関係性の調査　クロス集計表「データサイエンスⅡ」（9回目）
データの関係性の調査　平均値の比較「データサイエンスⅡ」（10回目）
データの関係性の調査　散布図、相関係数「データサイエンスⅡ」（11回目）

アンケート調査の実施方法の種類や企画設計など、基本的知識を学んだ後に、第７回までの知識
を活かして、実際にアンケートを作成する準備をする。「ビジネスリサーチ」（8回目）
Googleノートにて、実際にアンケートを作成する。「ビジネスリサーチ」（9回目）
集計計画のプランニング、自由回答のカテゴリー化やクロス集計とクロス分析のポイントを学び、ア
ンケート回収後の作業の手順を理解する。「ビジネスリサーチ」（10回目）

「データを扱う」基本的方法を学ぶ。データファイルの形式やデータ解析ツールについて学ぶ。「デー
タサイエンスⅠ」（12回目）
データの集計、データ操作、複数テーブルの結合、注意点などについて学ぶ。「データサイエンス
Ⅰ」（13回目）
検定と推定「データサイエンスⅡ」（8回目）
線型回帰「データサイエンスⅡ」（12回目）
時系列データ「データサイエンスⅡ」（13回目）
線形計画法「データサイエンスⅡ」（14回目）

日常生活のさまざまな分野でデータサイエンスが活用されていることを理解し、データを収集・分析し、データから価値を創
出する一連の過程に関する基礎知識を身につける。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

コンピュータウイルス対策の必要性と対策、ネット上で発生した企業の不祥事など事例とともに、問
題点を考察する。「ITビジネス論」（11回目）
ICTのサービス種類や形態、ライフサイクルを理解するとともに、システムのセキュリティ管理に関す
る知識を学ぶ。「情報システム論」（8回目）
情報化社会における課題（企業活動）「経営情報論」（13回目）
情報化社会における課題（情報通信技術、情報倫理）「経営情報論」（14回目）

データを扱う場合に守らなければならない法制度、AIでデータを扱う場合に留意すべき説明可能
性、アカウンタビリティなどについて学ぶ。また、AI活用における負の事例も確認する。「データサイ
エンスⅠ」（14回目）

ITビジネスにも光と影があり、様々な事件が発生している。知的財産権、個人情報保護法、不正競
争防止法などの判例から、ITビジネスの法的な基礎知識を学ぶ。「ITビジネス論」（13回目）
ICTのサービス種類や形態、ライフサイクルを理解するとともに、システムのセキュリティ管理に関す
る知識を学ぶ。「情報システム論」（8回目）
情報化社会における課題（企業活動）「経営情報論」（13回目）
情報化社会における課題（情報通信技術、情報倫理）「経営情報論」（14回目）

情報漏洩などによるセキュリティ事故やプライバシー侵害の事例をもとに、セキュリティ・プライバ
シーの観点からデータを守るための留意点を学ぶ。「データサイエンスⅠ」（14回目）
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大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○データサイエンス基礎

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

データサイエンス基礎

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論

データサイエンス基礎

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ITビジネス論

データサイエンス基礎

ITビジネス論

情報システム論

経営情報論

プログラムを構成する科目のうち、最低限次の6単位のパターンか8単位のパターンを卒業時までに履修し、単位を修得す
る。
6単位のパターン：ITビジネス論、ビジネスリサーチ、はじめての統計学
8単位のパターン：情報システム論、経営情報論、ビジネスリサーチ、はじめての統計学
次の３科目、合計６単位を卒業時までに履修し、単位を修得する。
・データサイエンス基礎
・データサイエンスⅡ
・はじめての統計学

6 令和８年度以降に履修必須とする計画、又は未定

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの
生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

様式１

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

経営学部

茨城キリスト教大学

茨城キリスト教大学データサイエンス教育プログラム
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

ITビジネス、特にインターネットを用いたビジネスの特徴や社会に与えた影響など、全体像を知る「IT
ビジネス論」（2回目）
コンピュータの各種装置であるハードウエアについての基本知識と後の各論等で登場するプログラ
ミングやデーターベースに関する入門的な知識を得る。「情報システム論」（2回目）
ネットワークの技術から規格、種類、インターネットの技術等を概説した後に、ICTの活用動向を知
る。「情報システム論」（3回目）
データから情報へ、経営資源としての情報「経営情報論」（1回目）

IoT利用からデータ量の増加、そしてビッグデータをAIを利用して分析・活用するデータ駆動型社会。
ビッグデータを活用し、個人に適した情報サービスの提供、消費者行動モデルの構築。さらなるAIの
進化、人間とAIの関係性など、社会で起きている変化の概要を学ぶ。「データサイエンス基礎」（2回
目）

技術革新がもたらしたビジネスモデルの歴史的変遷、代表的なビジネスモデルの知識を得る。「ITビ
ジネス論」（3回目）
情報の種類や分析方法等の基本と情報をビジネス活かす分析方法に関する知識を学ぶ。「情報シ
ステム論」（11回目）
5G時代の到来とともに、更に進化するマルチメディアに関する基礎知識とビジネスでの活用事例を
理解する。「情報システム論」（12回目）
ビジネスプロセス革新「経営情報論」（5回目）

シェアリングエコノミーや商品レコメンデーション、異常検知など、AI等を活用したさまざまな新しいビ
ジネスモデルを学ぶ。また、今後さらに広く活用されるであろうAIの最新技術の活用例について学
ぶ。「データサイエンス基礎」（7回目）

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

電子認証や電子決済の仕組みを理解し、私達の生活での活用事例などを理解する。「ITビジネス
論」（12回目）
組織の情報処理、経営戦略と情報「経営情報論」（2回目）

調査データやログデータなどのデータの種類、データをどのように得ているか。1次データ、2次デー
タ、3次データといったデータの所有者に関することやデータのメタ化。構造化データと非構造化デー
タ。ビッグデータとはどういうものなのか、またデータ処理の大まかな流れを学ぶ。「データサイエン
ス基礎」（3回目）

eビジネスには様々なビジネスの形態が存在する。各ビジネスの形態を理解し、実例とともにeビジネ
スの概要を理解する。「ITビジネス論」（4回目）
Webサイトを作成しただけでは、集客することはできない。Webサイトへ集客を促すマーケティング手
法の基本及び全体像を把握する。「ITビジネス論」（6回目）
経営情報システムの変遷「経営情報論」（3回目）
企業における情報処理「経営情報論」（4回目）

ビッグデータやIoT、ロボティクスといった新たな技術の進展によって、データとAIの活用領域が広
がっている。研究開発、生産活動、販売・消費、文化活動などさまざまな分野での活用状況と、活用
目的ごとのデータ・AI活用について学ぶ。「データサイエンス基礎」（4回目）

オペレーションズ・リサーチ その他

経営特講Ⅳ　情報技術基礎 4‐2アルゴリズム基礎

情報システム演習 4‐2アルゴリズム基礎

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

はじめての統計学 4-1統計および数理基礎

データサイエンス基礎

データサイエンスⅡ

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

ビジネスリサーチ
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1-4

1-5

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

日常生活の調べ物に欠かせない検索エンジンであるが、その成り立ちから現在まで、そして世界各
国の検索エンジン事情を踏まえて理解する。「ITビジネス論」（7回目）
システム開発の流れと要件定義やシステム化計画の流れを理解する。「情報システム論」（4回目）
ユーザーの接点であるインターフェースの設計及びデータベースとファイルの違い等、データベース
システムについての基礎知識を得る。「情報システム論」（5回目）
業務用アプリケーションの種類等を学び、製造業におけるアプリケーションの概要を理解する。「情
報システム論」（9回目）
販売管理システムや物流システムにおけるアプリケーションのほか、様々な業務アプリケーションに
関する知識を得る。「情報システム論」（10回目）

データ解析の具体的内容やAIの現状について学ぶ。また、密接に関係するデータの可視化や、解
析対象となるデータの種類などについても学ぶ。「データサイエンス基礎」（5回目）

アンケートやSNSへの投稿、行動履歴などのデータからパターンやルール、顧客の深層心理を発見
する手法であるデータマイニングの基本知識を理解する。「ITビジネス論」（8回目）
構築した情報システムの運用管理の基礎知識について学ぶ。システム運用に欠かせないバックアッ
プや管理のコスト管理などの基礎知識を全般的に理解する。「情報システム論」（6回目）
ICT技術を活用して得られた情報を経営資源として、活用する基礎知識を学びつつ、マネジメント手
法を理解する。「情報システム論」（7回目）

データ分析による意思決定、情報技術による自動化、これらを進めるにあたり実際にはどのように
行われるか、どのような課題があるのかを学ぶ。また、データ・AIを活用することによって、どのよう
な価値が生まれるのか、価値を生むためにはどのようなことに気をつけるべきかを学ぶ。「データサ
イエンス基礎」（6回目）
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

度数分布、代表値、範囲と標準偏差の統計の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（11回目）
歪度と尖度、カイ2乗検定、T検定と分散分析の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（12回目）

「データを読む」ための基本事項を学ぶ。母集団と標本抽出、統計情報を正しく理解する注意点を学
ぶ。「データサイエンス基礎」（8回目）
質的変数、量的変数、尺度と統計量、グラフの利用について学ぶ。「データサイエンス基礎」（9回
目）
Excel の基本操作１　Excelの基本的疎な操作方法、データの可視化「データサイエンスⅡ」（2回目）
Excel の基本操作２　平均・標準偏差の算出と可視化「データサイエンスⅡ」（3回目）
Excel の基本操作３　基本統計量「データサイエンスⅡ」（4回目）
データ型と統計量（平均値、中央値、最頻値、分散、標準偏差）「データサイエンスⅡ」（5回目）
標本と母集団、正規分布、標本分布「データサイエンスⅡ」（7回目）

相関関係の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（13回目）
単回帰の解析方法を理解する。「ビジネスリサーチ」（14回目）

グラフや図を使用して分かりやすく表現することについて学ぶ。図解表現としてどのようなものがあ
るか、優れた可視化の例、不適切なグラフ表現について学ぶ。「データサイエンス基礎」（10回目）
グラフの種類、データ型とグラフ表現について学ぶ。「データサイエンス基礎」（11回目）

データの視覚的方法（度数分布表、ヒストグラム、箱ひげ図）「データサイエンスⅡ」（6回目）
データの関係性の調査　クロス集計表「データサイエンスⅡ」（9回目）
データの関係性の調査　平均値の比較「データサイエンスⅡ」（10回目）
データの関係性の調査　散布図、相関係数「データサイエンスⅡ」（11回目）

アンケート調査の実施方法の種類や企画設計など、基本的知識を学んだ後に、第７回までの知識
を活かして、実際にアンケートを作成する準備をする。「ビジネスリサーチ」（8回目）
Googleノートにて、実際にアンケートを作成する。「ビジネスリサーチ」（9回目）
集計計画のプランニング、自由回答のカテゴリー化やクロス集計とクロス分析のポイントを学び、ア
ンケート回収後の作業の手順を理解する。「ビジネスリサーチ」（10回目）

「データを扱う」基本的方法を学ぶ。データファイルの形式やデータ解析ツールについて学ぶ。「デー
タサイエンス基礎」（12回目）
データの集計、データ操作、複数テーブルの結合、注意点などについて学ぶ。「データサイエンス基
礎」（13回目）
検定と推定「データサイエンスⅡ」（8回目）
線型回帰「データサイエンスⅡ」（12回目）
時系列データ「データサイエンスⅡ」（13回目）
線形計画法「データサイエンスⅡ」（14回目）

日常生活のさまざまな分野でデータサイエンスが活用されていることを理解し、データを収集・分析し、データから価値を創
出する一連の過程に関する基礎知識を身につける。また、データから有意義な洞察を引き出すための統計的手法を身につ
ける。

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

コンピュータウイルス対策の必要性と対策、ネット上で発生した企業の不祥事など事例とともに、問
題点を考察する。「ITビジネス論」（11回目）
ICTのサービス種類や形態、ライフサイクルを理解するとともに、システムのセキュリティ管理に関す
る知識を学ぶ。「情報システム論」（8回目）
情報化社会における課題（企業活動）「経営情報論」（13回目）
情報化社会における課題（情報通信技術、情報倫理）「経営情報論」（14回目）

データを扱う場合に守らなければならない法制度、AIでデータを扱う場合に留意すべき説明可能
性、アカウンタビリティなどについて学ぶ。また、AI活用における負の事例も確認する。「データサイ
エンス基礎」（14回目）

ITビジネスにも光と影があり、様々な事件が発生している。知的財産権、個人情報保護法、不正競
争防止法などの判例から、ITビジネスの法的な基礎知識を学ぶ。「ITビジネス論」（13回目）
ICTのサービス種類や形態、ライフサイクルを理解するとともに、システムのセキュリティ管理に関す
る知識を学ぶ。「情報システム論」（8回目）
情報化社会における課題（企業活動）「経営情報論」（13回目）
情報化社会における課題（情報通信技術、情報倫理）「経営情報論」（14回目）

情報漏洩などによるセキュリティ事故やプライバシー侵害の事例をもとに、セキュリティ・プライバ
シーの観点からデータを守るための留意点を学ぶ。「データサイエンス基礎」（14回目）
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〒319‐1295 茨城県日立市大みか町６‐11‐１
TEL0294‐52‐3215（代表）
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４６

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

６単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１
３②３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３A０１K１１００５２

１２単位以上選択

１～４２３０講義歴史学LA１０C１９K２１０１１７

文化交流系教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C４２K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C４３J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３５K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C２３K１１０１２１
１～４２３０講義教育学LA１０C１６K２１０１１４

教育系教養
１～４２３０講義倫理学LA１０C１３K２１０１１１
１～４２３０講義教育と人権LA１０C３３K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２６K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３６K１１０１３４
１～４２３０講義心理学LA１０C１５K２１０１１３

心理福祉系教養
１～４２３０講義社会福祉学LA１０C５５K１１０１６２
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１８K１１０１１６
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１７K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C４５K２１０１４４

食物健康系教養
１～４２３０講義食といのちLA１０C４８K１１０１４７
１～４２３０講義食と文化LA１０C５６K１１０１６３
１～４２３０講義栄養と食生活LA１０C５７K１１０１６４
１～４２３０講義看護学LA１０C５８K１１０１６５

看護系教養
１～４２３０講義ライフサイクルと健康LA１０C４７K２１０１４６
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４６K１１０１４５
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３７K１１０１３５
１～４２３０講義経済学LA１０C３０K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講義貨幣論LA１０C３８K２１０１３６
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C３２K１１０１３０
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C４１K１１０１３９
１～４２３０講義グローバリゼーションを考えるLA１０C２９K２１０１２７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４９K１１０１４８

自然環境系教養
１～４２３０講義災害と人間LA１０C５１K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C５２K１１０１５１
１～４２３０講義宇宙の探究LA１０C５４K２１０１５３
３１３０演習総合英語ⅤLA３１C０１E１１００６２

英語

言語
コミュニ
ケーション

３１３０演習総合英語ⅥLA３２C０１E１１００６３
１課３０演習ドイツ語ⅠALA１１B０１E１１００６５

英語以外
１課３０演習ドイツ語ⅡALA１２B０１E１１００６６
１課３０演習ドイツ語ⅠBLA１１B０２E１１００６７
１課３０演習ドイツ語ⅡBLA１２B０２E１１００６８
２課３０演習ドイツ語ⅢALA２３B０１E１１００６９

履修に関しては次のことに注意すること。
１．単位数を囲む○印は必修科目を示す。
２．単位数を囲む□印は選択必修科目を示す。
３．各授業科目は、それぞれ固有の科目コードを持つ。
４．１年間に登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目が５０単位未満で、総単位数は６０単位以内とする。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

２．授業科目、単位数および履修規程
〔文学部〕

（１）全学教養科目

＜現代英語学科＞

２０２４年度～
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４７

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

２課３０演習ドイツ語ⅣALA２４B０１E１１００７０

英語以外

言語
コミュニ
ケーション

２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０１E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０１E１１００７２
１課３０演習フランス語ⅠALA１１B０３E１１００７３
１課３０演習フランス語ⅡALA１２B０３E１１００７４
１課３０演習フランス語ⅠBLA１１B０４E１１００７５
１課３０演習フランス語ⅡBLA１２B０４E１１００７６
２課３０演習フランス語ⅢALA２３B０３E１１００７７
２課３０演習フランス語ⅣALA２４B０３E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０２E１１００７９
２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０２E１１００８０
１課３０演習中国語ⅠALA１１B０５E１１００８１
１課３０演習中国語ⅡALA１２B０５E１１００８２
１課３０演習中国語ⅠBLA１１B０６E１１００８３
１課３０演習中国語ⅡBLA１２B０６E１１００８４
２課３０演習中国語ⅢALA２３B０５E１１００８５
２課３０演習中国語ⅣALA２４B０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０３E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０３E１１００８８
１課３０演習コリアンⅠALA１１B０７E１１００８９
１課３０演習コリアンⅡALA１２B０７E１１００９０
１課３０演習コリアンⅠBLA１１B０８E１１００９１
１課３０演習コリアンⅡBLA１２B０８E１１００９２
２課３０演習コリアンⅢALA２３B０７E１１００９３
２課３０演習コリアンⅣALA２４B０７E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０４E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C０４E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C０２E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C０３E１１００９８

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C５９E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C６０E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C６１E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C６２E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C６３E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C６４E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C６５E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C６６E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０８J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０９J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４

１～４２６０実習海外文化研修LA１０C１０J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C１１J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C１２K１１００４９

２単位必修

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B１１E１１００４４

データサイエンス

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B１１E１１００４５
２嘩３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６

１～４嘩３０講義データサイエンスⅠLA１１B１２K２１０１３７
１～４嘩３０演習データサイエンスⅡLA１２B１３E１１０１６６
１～４嘩３０講義はじめての統計学LA１０B０１K１１０１５２
２～４嘩３０演習はじめてのプログラミングLA２０B０２E１１０１６７

２単位必修

１～４①３０実技体育実技ⅠLA１１A０２J１１０１５５

健康スポーツ
１～４課３０実技体育実技ⅡALA１２B１１J１１０１６０
１～４課３０実技体育実技ⅡBLA１２B１２J１１０１６１
１～４２３０講義運動と健康LA１０C０７K１１００３０

２単位必修
１～４嘩３０講義汎用的スキルALA１０B０２K２１０１５７

汎用的スキル １～４嘩３０講義汎用的スキルBLA１０B０３K１１０１６８
１～４嘩３０講義汎用的スキルCLA１０B０４K１１０１６９

２単位必修
１～４嘩３０演習問題解決演習ALA１０B０５E１１０１７０

問題解決 １～４嘩３０演習問題解決演習BLA１０B０６E１１０１７１
１～４嘩３０演習問題解決演習CLA１０B０７E１１０１７２

同一言語６単
位必修

-52-

eiji
ハイライト表示



５２

（１）全学教養科目

＜児童教育学科＞

２０２４年度～

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目

科目
ナンバリング

（幼児保育コース）

科目
ナンバリング

（児童教育コース）
科目
明細

科目
コード学科目

児童教育コース６単位
必修
幼児保育コースはⅠ・
Ⅲの４単位必修

１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１KLA１１A０１K１１００５０
建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２C０１KLA１２A０１K１１００５１

３②３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３A０１KLA３３A０１K１１００５２

１６単位以上選択

１～４２３０講義歴史学LA１０C１４KLA１０C１９K２１０１１７

文化交流系
教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C３７KLA１０C４２K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C３８JLA１０C４３J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３０KLA１０C３５K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C１８KLA１０C２３K１１０１２１
１～４２３０講義倫理学LA１０C０８KLA１０C１３K２１０１１１

教育系教養
１～４２３０講義教育と人権LA１０C２８KLA１０C３３K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２１KLA１０C２６K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３１KLA１０C３６K１１０１３４
１～４２３０講義心理学LA１０C１０KLA１０C１５K２１０１１３

心理福祉系
教養

１～４２３０講義社会福祉学LA１０C５２KLA１０C５７K１１０１６２
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１３KLA１０C１８K１１０１１６
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１２KLA１０C１７K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C４０KLA１０C４５K２１０１４４

食物健康系
教養

１～４２３０講義食といのちLA１０C４３KLA１０C４８K１１０１４７
１～４２３０講義食と文化LA１０C５３KLA１０C５８K１１０１６３
１～４２３０講義栄養と食生活LA１０C５４KLA１０C５９K１１０１６４
１～４２３０講義看護学LA１０C５５KLA１０C６０K１１０１６５

看護系教養
１～４２３０講義ライフサイクルと健康LA１０C４２KLA１０C４７K２１０１４６
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４１KLA１０C４６K１１０１４５
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３２KLA１０C３７K１１０１３５
１～４２３０講義経済学LA１０C２５KLA１０C３０K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講義貨幣論LA１０C３３KLA１０C３８K２１０１３６
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C２７KLA１０C３２K１１０１３０
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３６KLA１０C４１K１１０１３９
１～４２３０講義グローバリゼーションを考えるLA１０C２４KLA１０C２９K２１０１２７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４４KLA１０C４９K１１０１４８

自然環境系
教養

１～４２３０講義災害と人間LA１０C４６KLA１０C５１K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C４７KLA１０C５２K１１０１５１
１～４２３０講義宇宙の探究LA１０C４９KLA１０C５４K２１０１５３

１単位必修
１課３０演習総合英語ⅠLA１１B０１ELA１１B０１E１１００５８

英語

言語
コミュニ
ケーション

１課３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２ELA１１B０２E１１００５４

１単位必修
１課３０演習総合英語ⅡLA１２B０１ELA１２B０１E１１００５９
１課３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２ELA１２B０２E１１００５５

児童教育コース１単位
必修

２課３０演習総合英語ⅢLA２３C０１ELA２３B０１E１１００６０
２課３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３C０２ELA２３B０２E１１００５６

児童教育コース１単位
必修

２課３０演習総合英語ⅣLA２４C０１ELA２４B０１E１１００６１
２課３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４C０２ELA２４B０２E１１００５７
３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１ELA３５C０１E１１００６２
３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０１ELA３６C０１E１１００６３
１課３０演習ドイツ語ⅠALA１１B０２ELA１１B０３E１１００６５

英語以外

１課３０演習ドイツ語ⅡALA１２B０２ELA１２B０３E１１００６６
１課３０演習ドイツ語ⅠBLA１１B０３ELA１１B０４E１１００６７
１課３０演習ドイツ語ⅡBLA１２B０３ELA１２B０４E１１００６８
２課３０演習ドイツ語ⅢALA２３C０１ELA２３B０３E１１００６９
２課３０演習ドイツ語ⅣALA２４C０１ELA２４B０３E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０２ELA２３C０１E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０２ELA２４C０１E１１００７２
１課３０演習フランス語ⅠALA１１B０４ELA１１B０５E１１００７３
１課３０演習フランス語ⅡALA１２B０４ELA１２B０５E１１００７４
１課３０演習フランス語ⅠBLA１１B０５ELA１１B０６E１１００７５
１課３０演習フランス語ⅡBLA１２B０５ELA１２B０６E１１００７６
２課３０演習フランス語ⅢALA２３C０３ELA２３B０５E１１００７７
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修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目

科目
ナンバリング

（幼児保育コース）

科目
ナンバリング

（児童教育コース）
科目
明細

科目
コード学科目

２課３０演習フランス語ⅣALA２４C０３ELA２４B０５E１１００７８

英語以外

言語
コミュニ
ケーション

２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０４ELA２３C０２E１１００７９
２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０４ELA２４C０２E１１００８０
１課３０演習中国語ⅠALA１１B０６ELA１１B０７E１１００８１
１課３０演習中国語ⅡALA１２B０６ELA１２B０７E１１００８２
１課３０演習中国語ⅠBLA１１B０７ELA１１B０８E１１００８３
１課３０演習中国語ⅡBLA１２B０７ELA１２B０８E１１００８４
２課３０演習中国語ⅢALA２３C０５ELA２３B０７E１１００８５
２課３０演習中国語ⅣALA２４C０５ELA２４B０７E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０６ELA２３C０３E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０６ELA２４C０３E１１００８８
１課３０演習コリアンⅠALA１１B０８ELA１１B０９E１１００８９
１課３０演習コリアンⅡALA１２B０８ELA１２B０９E１１００９０
１課３０演習コリアンⅠBLA１１B０９ELA１１B１０E１１００９１
１課３０演習コリアンⅡBLA１２B０９ELA１２B１０E１１００９２
２課３０演習コリアンⅢALA２３C０７ELA２３B０９E１１００９３
２課３０演習コリアンⅣALA２４C０７ELA２４B０９E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０８ELA２３C０４E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C０８ELA２４C０４E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C５６ELA１０C６１E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C５７ELA１０C６２E１１００９８

外国において中等教育
を受けた学生にのみ適
用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C５８ELA１０C６３E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C５９ELA１０C６４E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C６０ELA１０C６５E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C６１ELA１０C６６E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C６２ELA１０C６７E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C６３ELA１０C６８E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C６４ELA１０C６９E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C６５ELA１０C７０E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０３JLA１０C０８J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１JLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０４JLA１０C０９J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２JLA２０C０２J１１００３４

１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０５JLA１０C１０J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０６JLA１０C１１J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C０７KLA１０C１２K１１００４９

２単位必修

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B１２ELA１１B１３E１１００４４

データサイエンス

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B１２ELA１２B１３E１１００４５
２嘩３０演習コンピュータ実習LA２０B０１ELA２０B０１E２１００４６

１～４嘩３０講義データサイエンスⅠLA１１B１３KLA１１B１４K２１０１３７
１～４嘩３０演習データサイエンスⅡLA１２B１５ELA１２B１６E１１０１６６
１～４嘩３０講義はじめての統計学LA１０B０３KLA１０B０１K１１０１５２
２～４嘩３０演習はじめてのプログラミングLA２０B０２ELA２０B０２E１１０１６７

２単位必修

１～４①３０実技体育実技ⅠLA１１A０２JLA１１A０２J１１０１５５

健康スポーツ
１～４課３０実技体育実技ⅡALA１２B１３JLA１２B１４J１１０１６０
１～４課３０実技体育実技ⅡBLA１２B１４JLA１２B１５J１１０１６１
１～４２３０講義運動と健康LA１０C０２KLA１０C０７K１１００３０
１～４２３０講義汎用的スキルALA１０C５１KLA１０C５６K２１０１５７

汎用的スキル １～４２３０講義汎用的スキルBLA１０C６６KLA１０C７１K１１０１６８
１～４２３０講義汎用的スキルCLA１０C６７KLA１０C７２K１１０１６９
１～４２３０演習問題解決演習ALA１０C６８KLA１０C７３K１１０１７０

問題解決 １～４２３０演習問題解決演習BLA１０C６９KLA１０C７４K１１０１７１
１～４２３０演習問題解決演習CLA１０C７０KLA１０C７５K１１０１７２

児童教育コース同一
言語６単位必修
幼児保育コース同一
言語２単位必修

※幼児保育コースは
英語選択必修２単
位・英語以外選択必
修２単位に加え、英
語または英語以外よ
り２単位選択し、計
６単位が必修。なお、
英語以外は同一言語
で２単位または４単
位を選択すること。
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２０２４年度～
他所属学生の履修の可否

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNFWCE
○○×○○○○

２２単位必修

1～2②30講義キリスト教教育論PD１０A０１K２１３０００

基
幹
科
目

×××××××1②30演習教育基礎演習APD１０A０２E３１３００９
×××××××2②30演習教育基礎演習BPD２０A０１E１１３５６６
×××××××3②30演習児童教育演習APD３０A０１E２１３５４４
×××××××3②30演習児童教育演習BPD３０A０２E２１３５４５
×××××××4②30演習児童教育演習CPD４０A０１E２１３５４６
×××××××4②30演習児童教育演習DPD４０A０２E２１３５４７
○○×○○○○1①30演習音楽APD１０A０３E２１３５３６
○○×○○○○1①30演習音楽BPD１０A０４E２１３５４８
×××××××1①30演習美術APD１０A０５E２１３５３８
×××××××1①30演習美術BPD１０A０６E２１３５３９
×××××××3①30演習労作体験ⅠPD３１A０１E２１３５４０
×××××××3①30演習労作体験ⅡPD３２A０１E２１３５４１
○○×○○○○1課30実技児童体育APD１０B０１J２１３５４２
×××××××2課30実技幼児体育APD２０B０１J２１３１９８
○○×○○○○2課30実技児童体育BPD２０B０２J２１３５４３
×××××××2課30実技幼児体育BPD２０B０３J２１３１９９
×××××××44卒業研究PD４０C０１S１１３０４６
○○×○○○○1②30講義教育原理PD１０A０７K２１３００２

専
門
基
礎
科
目

×××××××1②30講義教職論PD１０A０８K１１３０４７
×××××××2～3②30講義教育行政学PD２０A０２K３１３０１５
×××××××1嘩30講義教育心理学PD１０B０２K２１３００４
×××××××1嘩30講義保育の心理学PD１０B０３K３１３１０３
×××××××1～4②30講義特別支援教育PD１０A０９K１１３５６２
××××××△1嘩30講義教育課程論PD１０B０４K１１３０９１
×××××××1嘩30講義幼児教育課程論PD１０B０５K１１３２１４
××××××△1嘩30講義教育方法論（ICT活用含む）PD１０B０６K５１３０５１
×××××××2嘩30講義教育方法論PD２０B０４K３１３１７０
××××××△2230講義道徳教育の理論と方法PD２０C０１K３１３０４９

児
童
教
育
コ
ー
ス
科
目

専
門
科
目

××××××△3230講義総合的な学習の時間の教育法PD３０C０１K１１３５５９
××××××△2230講義特別活動の理論と方法PD２０C０２K３１３０５０
××××××△3230講義生徒・進路指導の理論と方法PD３０C０２K２１３５５２
××××××△3230講義教育相談の基礎PD３０C０３K２１３５５３
×××××××4230講義教育相談実践PD４０C０１K３１３０２７
××××××△2230講義小学校国語科教育法PD２０C０３K３１３０５８
××××××△2230講義小学校社会科教育法PD２０C０４K２１３０６０
××××××△2230講義小学校算数科教育法PD２０C０５K３１３０６２
××××××△2230講義小学校理科教育法PD２０C０６K３１３０６４
×××××××2230講義小学校生活科教育法PD２０C０７K３１３０６６
××××××△3230講義小学校音楽科教育法PD３０C０４K４１３０６７
××××××△2230講義小学校図工科教育法PD２０C０８K３１３０６８
×××××××2230講義小学校家庭科教育法PD２０C０９K３１３０７２
×××××××3230講義小学校体育科教育法PD３０C０５K３１３０７０
××××××△2230講義外国語（英語）教育法PD２０C１０K１１３５６１
××××××△2230講義小学校国語科研究PD２０C１１K２１３０５７
××××××△2115演習書写PD２０C１２E２１３５６０
××××××△2230講義小学校社会科研究PD２０C１３K１１３０５９
××××××△2230講義小学校算数科研究PD２０C１４K２１３０６１
××××××△2230講義小学校理科研究PD２０C１５K２１３０６３
×××××××2230講義小学校生活科研究PD２０C１６K２１３０６５
○○×○○○○2130演習音楽CPD２０C１７E２１３５４９
○○×○○○○2130演習音楽DPD２０C１８E２１３５３７
×××××××2230講義小学校家庭科研究PD２０C１９E２１３０７１
×××××××2230講義小学校体育科研究PD２０C２０E１１３０６９
×××××××2230演習小学校英語教育APD２０C２１E３１３０４１

児童教育コース：基幹科目２２単位、専門基礎科目１４単位、専門科目３８単位、学科科目合計７４単位以上
幼児保育コース：基幹科目２２単位、専門基礎科目１４単位、専門科目４４単位、学科科目合計８０単位以上

（２）学科科目〔児童教育学科〕

児童教育コース
３８単位以上選択

Pc可

Pc可

※Pe
※Pc
※Pe
※Pc

１４単位必修

※Pe
※Pc

※Pe
※Pc
※Pe
※Pc

Pc可
Pc可

Pc可
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５７

他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNFWCE
×××××××２２３０演習小学校英語教育BPD２０C２２E３１３０４２

児
童
教
育
コ
ー
ス
科
目

専
門
科
目

×××××××２～３２４５講・実介護等体験（事前事後指導含む）PD２０C２３J２１３０５２
××××××△３３７５実習初等教育実習Ⅰ（事前事後指導１単位を含む）PD３１C０１J２１３０５３
×××××××３２６０実習初等教育実習ⅡPD３２C０１J２１３０５４
×××××××４２３０演習教職実践演習（小学校）PD４０C０２E２１３０８９
○○×○○○○１～４２３０講義教育統計学PD１０C０１K２１３０１７
○○×○○○○１～４２３０講義児童文化ⅠPD１１C０１K１１３０２８
○○×○○○○１～４２３０講義児童文化ⅡPD１２C０１K１１３０２９
○○×○○○○１～４２３０講義言語教育ⅠPD１１C０２K１１３０３０
○○×○○○○１～４２３０講義言語教育ⅡPD１２C０２K１１３０３１
○○×○○○○１～４２３０講義数学教育PD１０C０２K２１３０３３
○○×○○○○１～４２３０講義自然科学教育PD１０C０３K２１３０３５
○○×○○○○１～４２３０講義地域社会研究ⅠPD１１C０３K１１３５５４
○○×○○○○１～４２３０講義地域社会研究ⅡPD１２C０３K１１３５５５
○○×○○○○２～３１３０演習野外活動PD２０C２４E１１３５６７
○○×○○○○２～４２３０講義教育史PD２０C２５K２１３０１２
○○×○○○○２～４２３０講義学習心理学PD２０C２６K２１３０１９
○○×○○○○３～４２３０講義児童教育特講APD３０C０６K２１３０４５
○○×○○○○３～４２３０講義児童教育特講BPD３０C０７K１１３０９２
×××××××１２３０講義保育原理PD１０C０４K２１３１１４

幼
児
保
育
コ
ー
ス
科
目

×××××××１２３０講義保育者論PD１０C０５K３１３１１５
×××××××１１１５演習子どもの理解と援助PD１０C０６E２１３１７９
×××××××２２３０講義子ども家庭支援論PD２０C２７K３１３１３３
×××××××２２３０講義子ども家庭支援の心理学PD２０C２８K１１３２１３
×××××××２２３０講義子どもの保健PD２０C２９K２１３２０８
×××××××３２３０演習子どもの食と栄養PD３０C０８E２１３１４０
×××××××３１３０演習子どもの健康と安全PD３０C０９E３１３１８１
×××××××３２３０講義子ども家庭福祉PD３０C１０K３１３１１７
×××××××１２３０講義保育の計画と評価PD１０C０７K２１３１８２
×××××××２２３０演習保育内容総論PD２０C３０E１１３２２１
×××××××２２３０演習保育内容教育法・健康PD２０C３１E２１３１５１
×××××××１２３０演習保育内容教育法・人間関係PD１０C０８E２１３１５２
×××××××２２３０演習保育内容教育法・環境PD２０C３２E２１３１５３
×××××××１２３０演習保育内容教育法・言葉PD１０C０９E２１３１５４
×××××××３２３０演習保育内容教育法・造形表現PD３０C１１E３１３１５６
×××××××３２３０演習保育内容教育法・音楽表現PD３０C１２E３１３１５５
×××××××３２３０講義子どもと健康PD３０C１３E１１３２２３
×××××××３２３０講義子どもと人間関係PD３０C１４E１１３２２４
×××××××３２３０講義子どもと環境PD３０C１５E１１３２２５
×××××××２２３０講義子どもと言葉PD２０C３３K１１３２２６
×××××××２２３０講義子どもと造形表現PD２０C３４K１１３２２７
×××××××３２３０講義子どもと音楽表現PD３０C１６K１１３２２８
×××××××２１３０演習保育の音楽APD２０C３５E３１３２０４
×××××××２１３０演習保育の音楽BPD２０C３６E３１３２０５
×××××××２２３０講義社会福祉PD２０C３７K１１３１１８
×××××××２２３０講義社会的養護ⅠPD２１C０１K３１３１１６
×××××××２２３０演習社会的養護ⅡPD２２C０１E３１３１３２
×××××××２１１５演習幼児理解PD２０C３８E１１３２１６
×××××××２１１５演習教育相談PD２０C３９E１１３２１７
×××××××２２３０講義乳児保育ⅠPD２１C０２K１１３２１８
×××××××２１１５演習乳児保育ⅡPD２２C０２E１１３２１９
×××××××２２３０講義子ども文化論PD２０C４０K１１３１２１
×××××××２～４２３０講義キリスト教保育PD２０C４１K１１３１２０
○○○○○○○２～４２３０講義発達障害学PD２０C４２K１１３１２５
××××××○２～４２３０講義言語発達心理学PD２０C４３K１１３１２９
×××××××２～４２３０演習身体表現PD２０C４４E２１３１４２
×××××××３２３０演習障害児保育PD３０C１７E１１３１３１
○×××○××２２３０講義子育て支援論PD２０C４５K２１３１０５
×××××××２１１５演習子育て支援演習PD２０C４６E１１３２１５
○○○○○○○３～４２３０講義地域発達臨床論PD３０C１８K１１３１３５
○×××○××３～４２３０演習地域子育て支援実践演習PD３０C１９E３１３１３４
××××○××３～４２３０演習地域発達支援実践演習PD３０C２０E２１３１８９
×××××××３２３０演習保育実習指導ⅠPD３１C０２E２１３１８４

幼児保育コース
４４単位以上選択

Pc可

Pc可
Pc可
Pc可
Pc可
Pc可
Pc可
Pc可
Pc可
Pc可
Pc可
Pc可
Pc可
Pc可
Pc可

Pe可

Pe可
Pe可
Pe可

Pe可

Pe可

Pe可
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５８

他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNFWCE
×××××××３２９０実習保育実習Ⅰ（保育所）PD３２C０２J２１３１６０

幼
児
保
育
コ
ー
ス
科
目

専
門
科
目

×××××××３２９０実習保育実習Ⅰ（施設）PD３２C０３J３１３１６１
×××××××４１１５演習保育実習指導ⅡPD４１C０１E２１３１６７
×××××××４２９０実習保育実習Ⅱ（保育所）PD４２C０１J３１３１６２
×××××××４２９０実習保育実習Ⅲ（施設）PD４２C０２J３１３１６３
×××××××２２４５実習初等教育実習Ⅲ（事前事後指導１単位を含む）PD２１C０３J１１３１８５
×××××××２３９０実習初等教育実習ⅣPD２２C０３J２１３１８６
×××××××４２３０演習保育・教職実践演習（幼稚園）PD４０C０３E１１３１７７
×××××××２～４２３０演習幼児保育特殊演習APD２０C４７E１１３２１０
×××××××２～４２３０演習幼児保育特殊演習BPD２０C４８E１１３２１１
○○○○○○○２～４２３０演習幼児保育特殊演習CPD２０C４９E１１３２１２
×××××××３２３０講義特別支援教育総論PD３０C２１K２１３５１１

資
格
科
目
Ⅰ

×××××××２２３０講義特別支援教育原論PD２０C５０K２１３５１２
×××××××３２３０講義発達障害と教育PD３０C２２K２１３５１３
×××××××３２３０講義知的障害と教育ⅠPD３０C２３K２１３５１４
×××××××３２３０講義知的障害と教育ⅡPD３０C２４K２１３５１５
×××××××３２３０講義知的障害の心理・生理・病理PD３０C２５K２１３５５７
×××××××３２３０講義肢体不自由と教育PD３０C２６K２１３５１８
×××××××３２３０講義肢体不自由の心理・生理・病理PD３０C２７K２１３５１９
×××××××３２３０講義病弱と教育PD３０C２８K２１３５２０
×××××××３２３０講義病弱の心理・生理・病理PD３０C２９K２１３５２１
×××××××３２３０講義重度重複障害と教育PD３０C３０K２１３５２２
×××××××３２３０講義視覚・聴覚障害と教育PD３０C３１K３１３５５８
×××××××３２３０講義言語の発達と障害PD３０C３２K１１３５２４
×××××××４２３０講義発達障害心理検査法PD４０C０４K２１３５２６
×××××××４２３０講義障害と児童福祉PD４０C０５K２１３５２７
×××××××４２３０講義世界の特別支援教育PD４０C０６K２１３５２８
×××××××４４６０演習特別支援教育実践演習PD４０C０７E２１３５２９
×××××××４３７５実習特別支援教育実習（事前事後指導１単位を含む）PD４０C０８J１１３５３０
×××××××３～４２３０講義学校経営と学校図書館PD３０C３３K１１３５３１

資
格
科
目
Ⅱ

×××××××３～４２３０講義学校図書館メディアの構成PD３０C３４K１１３５３２
×××××××３～４２３０講義学習指導と学校図書館PD３０C３５K１１３５３３
×××××××３～４２３０講義読書と豊かな人間性PD３０C３６K１１３５３４
×××××××３～４２３０講義情報メディアの活用PD３０C３７K１１３５３５

Pe可
Pe可
Pe可

基幹科目および専門基礎科目の選択必修については、備考欄に「※Pe」とあるものは児童教育コース必修、「※Pc」とあ
るものは幼児保育コース必修である。
専門科目の備考欄に「Pe可」または「Pc可」とあるものは、それぞれ児童教育コース所属学生および幼児保育コース所属

学生が履修できる科目を示している。
他所属学生の履修の可否は、カリキュラム表に記載されており、〇が付いているものは基本的に履修が可能である。ただ

し、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必要がある。△が付いている科目につ
いては、学務部に問い合わせ、事前の指導を受け必ず確認をすること。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が所属カリキュラムにある場合か、②必修の科目等で他所属学

生を受け入れる余地がない場合に当てはまる。
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６０

（１）全学教養科目

＜文化交流学科＞

２０２４年度～

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

６単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１
３②３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３A０１K１１００５２

１６単位以上選択

１～４２３０講義歴史学LA１０C１４K２１０１１７

文化交流系教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C３７K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C３８J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３０K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C１８K１１０１２１
１～４２３０講義教育学LA１０C１１K２１０１１４

教育系教養
１～４２３０講義倫理学LA１０C０８K２１０１１１
１～４２３０講義教育と人権LA１０C２８K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２１K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３１K１１０１３４
１～４２３０講義心理学LA１０C１０K２１０１１３

心理福祉系教養
１～４２３０講義社会福祉学LA１０C５２K１１０１６２
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１３K１１０１１６
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１２K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C４０K２１０１４４

食物健康系教養
１～４２３０講義食といのちLA１０C４３K１１０１４７
１～４２３０講義食と文化LA１０C５３K１１０１６３
１～４２３０講義栄養と食生活LA１０C５４K１１０１６４
１～４２３０講義看護学LA１０C５５K１１０１６５

看護系教養
１～４２３０講義ライフサイクルと健康LA１０C４２K２１０１４６
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４１K１１０１４５
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３２K１１０１３５
１～４２３０講義経済学LA１０C２５K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講義貨幣論LA１０C３３K２１０１３６
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C２７K１１０１３０
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３６K１１０１３９
１～４２３０講義グローバリゼーションを考えるLA１０C２４K２１０１２７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４４K１１０１４８

自然環境系教養
１～４２３０講義災害と人間LA１０C４６K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C４７K１１０１５１
１～４２３０講義宇宙の探究LA１０C４９K２１０１５３

８単位必修

１①３０演習総合英語ⅠLA１１A０２E１１００５８

英語

言語
コミュニ
ケーション

１①３０演習総合英語ⅡLA１２A０２E１１００５９
２①３０演習総合英語ⅢLA２３A０１E１１００６０
２①３０演習総合英語ⅣLA２４A０１E１１００６１
３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１E１１００６２
３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０２E１１００６３
１①３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１A０３E１１００５４
１①３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２A０３E１１００５５
２①３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３A０２E１１００５６
２①３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４A０２E１１００５７
１課３０演習ドイツ語ⅠALA１１B０１E１１００６５

英語以外

１課３０演習ドイツ語ⅡALA１２B０１E１１００６６
１課３０演習ドイツ語ⅠBLA１１B０２E１１００６７
１課３０演習ドイツ語ⅡBLA１２B０２E１１００６８
２課３０演習ドイツ語ⅢALA２３B０１E１１００６９
２課３０演習ドイツ語ⅣALA２４B０１E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０１E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０１E１１００７２
１課３０演習フランス語ⅠALA１１B０３E１１００７３
１課３０演習フランス語ⅡALA１２B０３E１１００７４
１課３０演習フランス語ⅠBLA１１B０４E１１００７５
１課３０演習フランス語ⅡBLA１２B０４E１１００７６
２課３０演習フランス語ⅢALA２３B０３E１１００７７
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６１

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

２課３０演習フランス語ⅣALA２４B０３E１１００７８

英語以外

言語
コミュニ
ケーション

２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０２E１１００７９
２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０２E１１００８０
１課３０演習中国語ⅠALA１１B０５E１１００８１
１課３０演習中国語ⅡALA１２B０５E１１００８２
１課３０演習中国語ⅠBLA１１B０６E１１００８３
１課３０演習中国語ⅡBLA１２B０６E１１００８４
２課３０演習中国語ⅢALA２３B０５E１１００８５
２課３０演習中国語ⅣALA２４B０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０３E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０３E１１００８８
１課３０演習コリアンⅠALA１１B０７E１１００８９
１課３０演習コリアンⅡALA１２B０７E１１００９０
１課３０演習コリアンⅠBLA１１B０８E１１００９１
１課３０演習コリアンⅡBLA１２B０８E１１００９２
２課３０演習コリアンⅢALA２３B０７E１１００９３
２課３０演習コリアンⅣALA２４B０７E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０４E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C０４E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C５６E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C５７E１１００９８

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C５８E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C５９E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C６０E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C６１E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C６２E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C６３E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C６４E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C６５E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０３J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０４J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４

１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０５J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０６J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C０７K１１００４９

２単位必修

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B１１E１１００４４

データサイエンス

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B１２E１１００４５
２嘩３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６

１～４嘩３０講義データサイエンスⅠLA１１B１２K２１０１３７
１～４嘩３０演習データサイエンスⅡLA１２B１５E１１０１６６
１～４嘩３０講義はじめての統計学LA１０B０１K１１０１５２
２～４嘩３０演習はじめてのプログラミングLA２０B０２E１１０１６７

２単位必修

１～４①３０実技体育実技ⅠLA１１A０４J１１０１５５

健康スポーツ
１～４課３０実技体育実技ⅡALA１２B１３J１１０１６０
１～４課３０実技体育実技ⅡBLA１２B１４J１１０１６１
１～４２３０講義運動と健康LA１０C０２K１１００３０
１～４２３０講義汎用的スキルALA１０C５１K２１０１５７

汎用的スキル科目 １～４２３０講義汎用的スキルBLA１０C６６K１１０１６８
１～４２３０講義汎用的スキルCLA１０C６７K１１０１６９
１～４２３０演習問題解決演習ALA１０C６８E１１０１７０

問題解決科目 １～４２３０演習問題解決演習BLA１０C６９E１１０１７１
１～４２３０演習問題解決演習CLA１０C７０E１１０１７２

同一言語６単
位必修
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７０

履修に関しては次のことに注意すること。
１．単位数を囲む○印は必修科目を示す。
２．単位数を囲む□印は選択必修科目を示す。
３．各授業科目は、それぞれ固有の科目コードを持つ。
４．１年間に登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目が５０単位未満で、総単位数は６０単位以内とする。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
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２．授業科目、単位数および履修規程
〔生活科学部〕

（１）全学教養科目

＜心理福祉学科＞

２０２４年度～

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

４単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１
３２３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３C０１K１１００５２

１６単位以上選択

１～４２３０講義歴史学LA１０C１７K２１０１１７

文化交流系教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C４０K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C４１J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３３K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C２１K１１０１２１
１～４２３０講義教育学LA１０C１４K２１０１１４

教育系教養
１～４２３０講義倫理学LA１０C１１K２１０１１１
１～４２３０講義教育と人権LA１０C３１K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２４K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３４K１１０１３４
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１６K１１０１１６

心理福祉系教養
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１５K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C４３K２１０１４４

食物健康系教養
１～４２３０講義食といのちLA１０C４６K１１０１４７
１～４２３０講義食と文化LA１０C５５K１１０１６３
１～４２３０講義栄養と食生活LA１０C５６K１１０１６４
１～４２３０講義看護学LA１０C５７K１１０１６５

看護系教養
１～４２３０講義ライフサイクルと健康LA１０C４５K２１０１４６
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４４K１１０１４５
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３５K１１０１３５
１～４２３０講義経済学LA１０C２８K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講義貨幣論LA１０C３６K２１０１３６
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C３０K１１０１３０
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３９K１１０１３９
１～４２３０講義グローバリゼーションを考えるLA１０C２７K２１０１２７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４７K１１０１４８

自然環境系教養
１～４２３０講義災害と人間LA１０C４９K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C５０K１１０１５１
１～４２３０講義宇宙の探究LA１０C５２K２１０１５３

１単位必修
１課３０演習総合英語ⅠLA１１B０１E１１００５８

英語
言語

コミュニ
ケーション

１課３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２E１１００５４

１単位必修
１課３０演習総合英語ⅡLA１２B０１E１１００５９
１課３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２E１１００５５

１単位必修
２課３０演習総合英語ⅢLA２３B０１E１１００６０
２課３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３B０２E１１００５６

１単位必修
２課３０演習総合英語ⅣLA２４B０１E１１００６１
２課３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４B０２E１１００５７
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７１

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１E１１００６２
英語

言語
コミュニ
ケーション

３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０１E１１００６３
１１３０演習ドイツ語ⅠALA１１C０１E１１００６５

英語以外

１１３０演習ドイツ語ⅡALA１２C０１E１１００６６
１１３０演習ドイツ語ⅠBLA１１C０２E１１００６７
１１３０演習ドイツ語ⅡBLA１２C０２E１１００６８
２１３０演習ドイツ語ⅢALA２３C０１E１１００６９
２１３０演習ドイツ語ⅣALA２４C０１E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０２E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０２E１１００７２
１１３０演習フランス語ⅠALA１１C０３E１１００７３
１１３０演習フランス語ⅡALA１２C０３E１１００７４
１１３０演習フランス語ⅠBLA１１C０４E１１００７５
１１３０演習フランス語ⅡBLA１２C０４E１１００７６
２１３０演習フランス語ⅢALA２３C０３E１１００７７
２１３０演習フランス語ⅣALA２４C０３E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０４E１１００７９
２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０４E１１００８０
１１３０演習中国語ⅠALA１１C０５E１１００８１
１１３０演習中国語ⅡALA１２C０５E１１００８２
１１３０演習中国語ⅠBLA１１C０６E１１００８３
１１３０演習中国語ⅡBLA１２C０６E１１００８４
２１３０演習中国語ⅢALA２３C０５E１１００８５
２１３０演習中国語ⅣALA２４C０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０６E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０６E１１００８８
１１３０演習コリアンⅠALA１１C０７E１１００８９
１１３０演習コリアンⅡALA１２C０７E１１００９０
１１３０演習コリアンⅠBLA１１C０８E１１００９１
１１３０演習コリアンⅡBLA１２C０８E１１００９２
２１３０演習コリアンⅢALA２３C０７E１１００９３
２１３０演習コリアンⅣALA２４C０７E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０８E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C０８E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C０２E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C０３E１１００９８

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C６３E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C６４E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C６５E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C６６E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C６７E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C６８E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C６９E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C７０E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０６J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０７J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４

１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０８J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０９J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C１０K１１００４９

２単位必修

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B０３E１１００４４

データサイエンス

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B０３E１１００４５
２嘩３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６

１～４嘩３０講義データサイエンスⅠLA１１B０５K２１０１３７
１～４嘩３０演習データサイエンスⅡLA１２B０４E１１０１６６
１～４嘩３０講義はじめての統計学LA１０B０５K１１０１５２
２～４嘩３０演習はじめてのプログラミングLA２０B０２E１１０１６７

１単位必修

１～４課３０実技体育実技ⅠLA１１B０４J１１０１５５

健康スポーツ
１～４１３０実技体育実技ⅡALA１２C１１J１１０１６０
１～４１３０実技体育実技ⅡBLA１２C１２J１１０１６１
１～４嘩３０講義運動と健康LA１０B０４K１１００３０
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７４

２０２３年度～
他所属学生の履修の可否

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNFCPE
×××××××

２０単位必修

１②３０演習基礎演習ⅠWP１１A０３E２２１０００

基
幹
科
目

×××××××１②３０演習基礎演習ⅡWP１２A０３E１２１１７７
×××××××１②３０講義心理学概論ⅠWP１１A０１K１２１０９９
×××××××１②３０講義心理学概論ⅡWP１２A０１K１２１１００
×××××××１②３０講義社会福祉の原理と政策ⅠWP１１A０２K２２１１０１
×××××××１②３０講義社会福祉の原理と政策ⅡWP１２A０２K２２１１０２
×××××××３②３０演習心理福祉演習ⅠWP３１A０２E１２１１０３
×××××××３②３０演習心理福祉演習ⅡWP３２A０１E１２１１０４
×××××××４②３０演習心理福祉演習ⅢWP４３A０１E１２１１０５
×××××××４②３０演習心理福祉演習ⅣWP４４A０１E１２１１０６
○○○○○○○

１０単位以上選択

１～２２３０講義人間観と倫理AWP１０C２７K１２１１０７

専
門
基
礎
科
目

○○○○○○○１～２２３０講義人間観と倫理BWP１０C２８K１２１１０８
××○○○○○１～２２３０講義キリスト教福祉WP１０C１４K１２０００８
○○○○○○○２～４２３０講義愛と死の人間学WP２０C２８K１２１０９２
×××××××２～４２３０講義人体の構造と機能及び疾病WP２０C２９K１２１１０９
×××××××２～４２３０講義神経・生理心理学WP２０C３０K１２１１１０
×××××××２２３０演習発展演習AWP２０C３１E２２１０９７
×××××××２２３０演習発展演習BWP２０C３２E２２１０９８
○○○○○○○２～４２３０講義心理福祉特講AWP２０C３３K３２１０６２
○○○○○○○２～４２３０講義心理福祉特講BWP２０C３４K３２１０６３
○○○○○○○２～４２３０講義心理福祉特講CWP２０C３５K１２１１１１
○○○○○○○２～４２３０講義心理福祉特講DWP２０C３６K１２１１１２
×××××××１２３０講義ソーシャルワークの基盤と専門職WP１０C３８K２２１１１３
×××××××１２３０講義ソーシャルワークの基盤と専門職（専門）WP１０C３９K２２１１１４
××○○○○○２～４２３０講義社会福祉発達史AWP２０C３７K１２１１１５
××○○○○○２～４２３０講義社会福祉発達史BWP２０C３８K１２１１１６
×××××××１～２２３０講義臨床心理学概論WP１０C０８K２２１０４６
×××××××１～２２３０講義社会・集団・家族心理学ⅠWP１１C０３K１２１１１７
×××××××１～２２３０講義社会・集団・家族心理学ⅡWP１２C０２K１２１１１８
×××××××２～３２３０演習ソーシャルワーク実習指導ⅠWP２１C１５E２２１１１９
×××××××２～３２３０演習ソーシャルワーク実習指導ⅡWP２２C１７E２２１１２０
×××××××２～３２６０実習ソーシャルワーク実習ⅠWP２１C１６J３２１０６７
×××××××１～２２３０講義心理福祉海外研修ⅠWP１１C０５K１２１１２１
×××××××２～３２６０実習心理福祉海外研修ⅡWP２２C０８J１２１１２２
×××××××４４卒業研究WP４０C０２S１２１０６９
×××××××２２３０講義福祉心理学WP２０C５１K２２１１２３

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
系
科
目

×××××××２２３０講義健康・医療心理学WP２０C５２K２２１１２４
×××××××１～２２３０講義発達心理学WP１０C３１K１２１１２５
×××××××２～３２３０講義感情・人格心理学WP２０C１６K２２１０４２
×××××××２～４２３０講義心理学的支援法WP２０C５３K３２１０４３
×○○○○○○２～４２３０講義深層心理学WP２０C１８K１２１０４８
×××××××２～４２３０講義障害者・障害児心理学WP２０C１９K２２１０４９
○○○○○○○２～４２３０講義老年心理学WP２０C２０K１２１０５０
×××××××２～４２３０講義心理的アセスメントWP２０C２１K３２１０８３
×××××××２～４１３０実習心理検査法実習WP２０C２２J１２１０９６
×××××××２～４２３０講義心理学研究法ⅠWP２１C０４K１２１０８５
×××××××２～４２３０講義心理学研究法ⅡWP２２C０５K１２１０８６
×××××××２～４２６０実験心理学実験ⅠWP２１C１８J２２１１２６
×××××××２～４１３０実験心理学実験ⅡWP２２C２０J２２１１２７
×××××××２～４２３０演習心理演習WP２０C２４E２２１０８７
×××××××２～４２３０講義知覚・認知心理学WP２０C２５K２２１０５８
○○○○○○○３～４２３０講義トランスパーソナル心理学WP３０C０２K１２１０５１
×××××××３～４２３０講義産業・組織心理学WP３０C０５K２２１０８８
×××××××３～４２３０講義司法・犯罪心理学WP３０C０９K１２１１２８
×××××××２～４２３０講義精神疾患とその治療WP２０C３９K１２１１２９

（２）学科科目〔心理福祉学科〕

４単位以上選択

基幹科目２０単位、専門基礎科目１０単位以上、心理カウンセリング系科目４単位以上、福祉系科目４単位
以上、心理福祉教育系科目４単位以上、学科科目合計９２単位以上
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他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNFCPE
○○○○○○○３～４２３０講義癒しのセラピーWP３０C０４K１２１０５３心

理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
系
科
目

×××××××１～２２３０講義公認心理師の職責WP１０C３３K１２１１６７
×××××××１～４２３０講義心理学統計法WP１０C３９K２２１１３０
×××××××２～４２３０講義学習・言語心理学WP２０C４１K１２１１３１
×××××××２～４２３０講義教育・学校心理学WP２０C４２K１２１１３２
×××××××２～４２３０講義関係行政論WP２０C４３K１２１１３３
×××××××３～４３９０実習心理実習WP３０C１０J１２１１３４
×××××××

４単位以上選択

２～３２３０講義ソーシャルワークの理論と方法ⅠWP２１C０７K２２１１３５

福
祉
系
科
目

×××××××２～３２３０講義ソーシャルワークの理論と方法ⅡWP２２C０９K２２１１３６
×××××××２～３２３０講義ソーシャルワークの理論と方法（専門）ⅠWP２１C１６K２２１１３７
×××××××２～３２３０講義ソーシャルワークの理論と方法（専門）ⅡWP２２C１８K２２１１３８
○○○○○○○１～４２３０講義児童・家庭福祉ⅠWP１１C０６K２２１１３９
○○○○○○○１～４２３０講義児童・家庭福祉ⅡWP１２C０４K２２１１４０
○○○○○○○１～４２３０講義障害者福祉ⅠWP１１C０７K２２１１４１
○○○○○○○１～４２３０講義障害者福祉ⅡWP１２C０５K２２１１４２
○○○○○○○１～４２３０講義高齢者福祉ⅠWP１１C０８K２２１１４３
○○○○○○○１～４２３０講義高齢者福祉ⅡWP１２C０６K２２１１４４
○○○○○○○２～４２３０講義介護概論WP２０C１３K１２１０３７
○○○○○○○２２３０演習介護技術WP２０C１４E１２１０７８
○○○○○○○２～４２３０講義地域福祉と包括的支援体制ⅠWP２１C０８K２２１１４５
○○○○○○○２～４２３０講義地域福祉と包括的支援体制ⅡWP２２C１０K２２１１４６
○○○○○○○２～４２３０講義社会保障ⅠWP２１C０９K２２１１４７
○○○○○○○２～４２３０講義社会保障ⅡWP２２C１１K２２１１４８
○○○○○○○２～４２３０講義貧困に対する支援WP２０C０９K２２１０２９
×××××××２～４２３０講義福祉サービスの組織と経営AWP２０C４４K２２１１４９
×××××××２～４２３０講義福祉サービスの組織と経営BWP２０C４５K２２１１５０
×××××××２～４２３０講義社会福祉調査の基礎WP２０C０７K２２１０７６
×××××××２～４２３０講義権利擁護を支える法制度WP２０C４７K２２１１５２
×××××××２～４２３０講義保健医療と福祉ⅠWP２１C１０K２２１１５３
×××××××２～４２３０講義保健医療と福祉ⅡWP２２C１２K２２１１５４
○○○○○○○２～４２３０講義ジェンダー福祉論WP２０C１０K１２１０３３
○○○○○○○２～４２３０講義ファミリーソーシャルワーク論ⅠWP２１C１１K１２１１５５
○○○○○○○２～４２３０講義ファミリーソーシャルワーク論ⅡWP２２C１３K１２１１５６
○○×○○○○２～４２３０講義刑事司法と福祉AWP２０C４８K２２１１５７
○○×○○○○２～４２３０講義刑事司法と福祉BWP２０C４９K２２１１５８
×××××××１～２２３０演習ソーシャルワーク演習WP１０C４０E３２１０２３
×××××××２～３２３０演習ソーシャルワーク演習（専門）ⅠWP２１C１７E３２１０２４
×××××××２～３２３０演習ソーシャルワーク演習（専門）ⅡWP２２C１９E４２１０２５
×××××××３～４２３０演習ソーシャルワーク演習（専門）ⅢWP３３C０１E３２１０２７
×××××××３～４２３０演習ソーシャルワーク演習（専門）ⅣWP３４C０２E３２１０７７
×××××××４２３０講義社会福祉士試験対策講座ⅠWP４１C０１K１２１１６１
×××××××４２３０講義社会福祉士試験対策講座ⅡWP４２C０３K１２１１６２
×××××××３～４２３０演習ソーシャルワーク実習指導ⅢWP３３C０２E２２１１６３
×××××××３～４２３０演習ソーシャルワーク実習指導ⅣWP３４C０３E２２１１６４
×××××××３～４６１８０実習ソーシャルワーク実習ⅡWP３２C０２J３２１０８１
×××××××２～４２３０講義医学概論WP２０C５４K１２１１７８
○×○○×○○１～２２３０講義法学WP１０C１７K１２００１４

心
理
福
祉
教
育
系
科
目

○×○○×××１～２２３０講義社会学WP１０C１６K１２００１３
○○○○○○○２～４２３０講義社会病理学WP２０C２６K１２１０６１
○○○○○○○１～２２３０講義高齢者生活論WP１０C１８K１２００１７
○○○○○○○１～２２３０講義人権と教育WP１０C２１K１２０００６
×××××××１～２２３０講義生活と政治WP１０C２３K１２００１５
×××××××１～２２３０講義生活と国際経済WP１０C２２K１２００１２
×××××○○１～２２３０講義女性学WP１０C２４K１２００１８
×××××××１～２２３０講義人間と哲学WP１０C２０K１２０００４
×××××××１～２２３０講義生命と倫理WP１０C１９K２２０００３
×××××××１～２２３０講義福祉教育論ⅠWP１１C０９K１２１１６５
×××××××１～２２３０講義福祉教育論ⅡWP１２C０７K１２１１６６
×××××××２～４２３０講義日本史AWP２０C５５K２２１１６８
×××××××２～４２３０講義日本史BWP２０C５６K２２１１６９
×××××××２～４２３０講義東洋史WP２０C５７K２２１１７０
×××××××２～４２３０講義西洋史WP２０C５８K２２１１７１
×××××××２～４２３０講義人文地理学ⅠWP２１C１３K１２１１７２

４単位以上選択
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（１）全学教養科目

＜食物健康科学科＞

２０２４年度～

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

４単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１
３２３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３C０１K１１００５２

１０単位以上選択

１～４２３０講義歴史学LA１０C１７K２１０１１７

文化交流系教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C４０K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C４１J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３３K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C２１K１１０１２１
１～４２３０講義教育学LA１０C１４K２１０１１４

教育系教養
１～４２３０講義倫理学LA１０C１１K２１０１１１
１～４２３０講義教育と人権LA１０C３１K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２４K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３４K１１０１３４
１～４２３０講義心理学LA１０C１３K２１０１１３

心理福祉系教養
１～４２３０講義社会福祉学LA１０C５５K１１０１６２
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１６K１１０１１６
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１５K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C４３K２１０１４４

食物健康系教養
１～４２３０講義食といのちLA１０C４６K１１０１４７
１～４２３０講義看護学LA１０C５６K１１０１６５

看護系教養
１～４２３０講義ライフサイクルと健康LA１０C４５K２１０１４６
１～４２３０講義生命倫理LA１０C４４K１１０１４５
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３５K１１０１３５
１～４２３０講義経済学LA１０C２８K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講義貨幣論LA１０C３６K２１０１３６
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C３０K１１０１３０
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３９K１１０１３９
１～４２３０講義グローバリゼーションを考えるLA１０C２７K２１０１２７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４７K１１０１４８

自然環境系教養
１～４２３０講義災害と人間LA１０C４９K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C５０K１１０１５１
１～４２３０講義宇宙の探究LA１０C５２K２１０１５３

１単位必修
１課３０演習総合英語ⅠLA１１B０１E１１００５８

英語

言語
コミュニ
ケーション

１課３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２E１１００５４

１単位必修
１課３０演習総合英語ⅡLA１２B０１E１１００５９
１課３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２E１１００５５

１単位必修
２課３０演習総合英語ⅢLA２３B０１E１１００６０
２課３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３B０２E１１００５６

１単位必修
２課３０演習総合英語ⅣLA２４B０１E１１００６１
２課３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４B０２E１１００５７
３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１E１１００６２
３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０１E１１００６３
１１３０演習ドイツ語ⅠALA１１C０１E１１００６５

英語以外

１１３０演習ドイツ語ⅡALA１２C０１E１１００６６
１１３０演習ドイツ語ⅠBLA１１C０２E１１００６７
１１３０演習ドイツ語ⅡBLA１２C０２E１１００６８
２１３０演習ドイツ語ⅢALA２３C０１E１１００６９
２１３０演習ドイツ語ⅣALA２４C０１E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０２E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０２E１１００７２
１１３０演習フランス語ⅠALA１１C０３E１１００７３
１１３０演習フランス語ⅡALA１２C０３E１１００７４
１１３０演習フランス語ⅠBLA１１C０４E１１００７５
１１３０演習フランス語ⅡBLA１２C０４E１１００７６
２１３０演習フランス語ⅢALA２３C０３E１１００７７
２１３０演習フランス語ⅣALA２４C０３E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０４E１１００７９
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修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０４E１１００８０

英語以外

言語
コミュニ
ケーション

１１３０演習中国語ⅠALA１１C０５E１１００８１
１１３０演習中国語ⅡALA１２C０５E１１００８２
１１３０演習中国語ⅠBLA１１C０６E１１００８３
１１３０演習中国語ⅡBLA１２C０６E１１００８４
２１３０演習中国語ⅢALA２３C０５E１１００８５
２１３０演習中国語ⅣALA２４C０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０６E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０６E１１００８８
１１３０演習コリアンⅠALA１１C０７E１１００８９
１１３０演習コリアンⅡALA１２C０７E１１００９０
１１３０演習コリアンⅠBLA１１C０８E１１００９１
１１３０演習コリアンⅡBLA１２C０８E１１００９２
２１３０演習コリアンⅢALA２３C０７E１１００９３
２１３０演習コリアンⅣALA２４C０７E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０８E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C０８E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C０２E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C０３E１１００９８

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C６２E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C６３E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C６４E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C６５E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C６６E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C６７E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C６８E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C６９E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０６J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０７J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４

１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０８J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０９J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C１０K１１００４９

４単位必修

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１A０２E１１００４４

データサイエンス

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２A０２E１１００４５
２嘩３０演習コンピュータ実習LA１０C５７E２１００４６

１～４嘩３０講義データサイエンスⅠLA１１B05K２１０１３７
１～４嘩３０演習データサイエンスⅡLA１２B06E１１０１６６
１～４嘩３０講義はじめての統計学LA１０B05K１１０１５２
２～４嘩３０演習はじめてのプログラミングLA2０B02E１１０１６７

１単位必修

１～４課３０実技体育実技ⅠLA１１B０４J１１０１５５

健康スポーツ
１～４１３０実技体育実技ⅡALA１２C１1J１１０１６０
１～４１３０実技体育実技ⅡBLA１２C１2J１１０１６１
１～４嘩３０講義運動と健康LA１０B０４K１１００３０
１～４２３０講義汎用的スキルALA１０C５４K２１０１５７

汎用的スキル １～４２３０講義汎用的スキルBLA１０C57K１１０１６８
１～４２３０講義汎用的スキルCLA１０C58K１１０１６９
１～４２３０演習問題解決演習ALA１０C59E１１０１７０

問題解決 １～４２３０演習問題解決演習BLA１０C６0E１１０１７１
１～４２３０演習問題解決演習CLA１０C６1E１１０１７２
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８２

２０２１年度～

基幹科目１６単位、学科科目８９単位以上

（２）学科科目〔食物健康科学科〕

他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNWCPE
×××××××

１６単位必修

１②３０演習基礎演習FS１０A０８E１２２２０３

基
幹
科
目

×××××××１②３０講義有機化学FS１０A０１K１２２１００
×××××××１②３０講義生化学ⅠFS１１A０１K２２２１０１
×××××××１②３０講義食品学ⅠFS１１A０２K１２２１０２
×××××××１②３０講義基礎栄養学ⅠFS１１A０３K２２２１０３
×××××××２②３０講義公衆衛生学ⅠFS２１A０１K１２２１０４
×××××××３①３０演習総合演習ⅠFS３１A０１E１２２１９５
×××××××３①３０演習総合演習ⅡFS３２A０１E１２２１９６
×××××××４②３０演習卒業演習FS４０A０１E２２２１６９
×××××××

３５単位必修

３②３０講義公衆衛生学ⅡFS３２A０２K１２２１０６

専
門
基
礎
分
野

×××××××４①４５実験公衆衛生学実験FS４０A０２J１２２１９７
×××××××３②３０講義社会福祉概論FS３０A０１K２２２１０７
×××××××１②３０講義解剖生理学ⅠFS１１A０４K２２２１０８
×××××××２②３０講義解剖生理学ⅡFS１２A０１K２２２１０９
×××××××１①４５実験解剖生理学実験FS１０A０２J２２２１１０
×××××××３②３０講義運動生理学FS１０A０３K１２２１８０
×××××××４①４５実験運動栄養生理学実験FS４０A０３J２２２１８１
×××××××２②３０講義生化学ⅡFS２２A０１K２２２１１１
×××××××３①４５実験生化学実験FS３０A０２J１２２１９８
×××××××３②３０講義医学一般ⅠFS３１A０２K１２２１８２
×××××××４②３０講義医学一般ⅡFS３２A０３K１２２１８３
×××××××２②３０講義食品学ⅡFS２２A０２K３２２１１５
×××××××１①４５実験食品学実験FS１０A０４J１２２１８４
×××××××１①４５実験分析化学実験FS１０A０５J２２２１１７
×××××××１２３０講義食品化学FS１０C０１K１２２１１８
×××××××３②３０講義食品加工学FS３０A０３K２２２１１９
×××××××３①４５実習食品加工学実習FS３０A０４J２２２１２０
〇〇〇〇〇〇〇１～４２３０講義食文化論FS１０C０２K１２２１２１
×××××××２②３０講義食品衛生学FS２０A０１K１２２１２３
×××××××２①４５実験食品衛生学実験FS２０A０２J１２２１２４
×××××××１①４５実習調理学実習ⅠFS１１A０５J１２２１９９
×××××××１①４５実習調理学実習ⅡFS１２A０２J１２２２００
×××××××２②３０講義調理学FS２０A０３K２２２１２６
×××××××２①４５実験調理学実験FS２０A０４J２２２１２７
×××××××１②３０講義管理栄養士入門ⅠFS１１A０６K１２２１８５

専
門
分
野

×××××××３①１５講義管理栄養士入門ⅡFS１２A０３K１２２１７３
×××××××１①１５講義食事摂取基準論FS１０A０６K１２２１８６
×××××××３②３０講義基礎栄養学ⅡFS３２A０４K４２２１２２
×××××××２②３０講義ライフステージ栄養学ⅠFS２１A０２K２２２１２８
×××××××２②３０講義ライフステージ栄養学ⅡFS２２A０３K１２２１２９
×××××××４②３０講義疾病予防のための栄養学FS４０A０４K１２２１３０
×××××××２①４５実験栄養学実験FS２０A０５J１２２２０１
×××××××３①４５実習応用栄養学実習ⅠFS３１A０３J２２２１７４
×××××××３①４５実習応用栄養学実習ⅡFS３２A０５J１２２１８８
×××××××２②３０講義栄養教育論ⅠFS２１A０３K３２２１３３
×××××××２②３０講義栄養教育論ⅡFS２２A０４K２２２１３６
×××××××３②３０講義栄養教育論ⅢFS３３A０１K２２２１３５
×××××××３①４５実習栄養教育論実習FS３０A０５J２２２１３４
×××××××２②３０講義臨床栄養学ⅠFS２１A０４K２２２１３７
×××××××２②３０講義臨床栄養学ⅡFS２２A０５K２２２１４０
×××××××３②３０講義臨床栄養学ⅢFS３３A０２K２２２１３９
×××××××３②３０講義臨床栄養学ⅣFS３４A０１K２２２１４１
×××××××２①４５実習臨床栄養学実習FS２０A０６J１２２１８９
×××××××３①４５実習応用臨床栄養学実習FS３０A０６J１２２１６３
×××××××２②３０講義公衆栄養学ⅠFS２１A０５K２２２１４２
×××××××３②３０講義公衆栄養学ⅡFS３２A０６K２２２１４４

４７単位必修
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他所属学生の履修の可否は、カリキュラム表に記載されており、○が付いているものは基本的に履修が可能である。ただ
し、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必要がある。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が所属カリキュラムにある場合か、②必修の科目等で他所属学

生を受け入れる余地がない場合に当てはまる。

他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMNWCPE
×××××××３①４５実習公衆栄養学実習FS３０A０７J１２２１９０

専
門
分
野

×××××××１②３０講義給食経営管理論ⅠFS１１A０７K２２２１７６
×××××××２①１５講義給食経営管理論ⅡFS２２A０６K３２２１６４
×××××××１①３０演習給食実務演習FS１０A０７E１２２１７７
×××××××２①４５実習給食経営管理実習ⅠFS２１A０６J１２２１９１
×××××××２①４５実習給食経営管理実習ⅡFS２２A０７J１２２１９２
×××××××３①４５実習臨地実習Ⅰ（給食経営管理）FS３１A０２J３２２１５０
×××××××３②９０実習臨地実習Ⅱ（臨床栄養）FS３２A０７J３２２１５２
×××××××４①４５実習臨地実習Ⅲ（公衆栄養）FS４３A０１J３２２１５１
〇〇〇〇〇〇〇

２単位以上選択

１～４２３０講義人間と社会環境FS１０C０３K１２２１７８

人
間
生
活
領
域

〇〇〇〇〇〇〇１～４２３０講義保育学FS１０C０４K１２２１５４
〇〇〇〇〇〇〇１～４２３０講義児童臨床学FS１０C０５K１２２１５５
〇〇〇〇〇〇〇１～４２３０講義衣服環境論FS１０C０６K１２２１５６
〇〇〇〇〇〇〇１～４２３０講義居住環境論FS１０C０７K１２２１５７
〇〇〇〇〇〇〇１～４２３０講義家庭電気・機械及び情報処理FS１０C０８K１２２１５８
〇〇〇〇〇〇〇２～４２３０実習栄養統計処理FS２０C０１J１２２１７９
×××××××

国家試験対策演習Ⅰを含めて
５単位以上選択

４２卒業研究FS４０C０１S１２２１７０

応
用
専
門
分
野

×××××××３１１５講義学外実習事前事後指導ⅠFS３１C０１K２２２１６５
×××××××３１１５講義学外実習事前事後指導ⅡFS３２C０１K１２２１９３
×××××××４１１５講義学外実習事前事後指導ⅢFS４３C０１K１２２１９４
×××××××４②６０演習国家試験対策演習ⅠFS４１A０１E２２２１７１
×××××××４２６０演習国家試験対策演習ⅡFS４２A０１E１２２２０２
×××××××３２３０講義学校栄養指導論ⅠFS３１C０２K１２２１６７
×××××××３２３０講義学校栄養指導論ⅡFS３２C０２K１２２１６８
〇〇〇〇〇〇〇１～２２３０講義生活経営論FS１０C０９K１２００１０
〇×〇〇〇〇〇１～２２３０講義生活経済学FS１０C１０K１２００１１
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七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

２．授業科目、単位数および履修規程
〔看護学部〕

履修に関しては次のことに注意すること。
１．単位数を囲む○印は必修科目を示す。
２．単位数を囲む□印は選択必修科目を示す。
３．各授業科目は、それぞれ固有の科目コードを持つ。
４．１年間に登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目が５０単位未満で、総単位数は６０単位以内とする。

（１）全学教養科目

＜看護学科＞

２０２４年度～

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

４単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１
３２３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３C０１K１１００５２

１４単位以上選択

１～４２３０講義歴史学LA１０C１７K２１０１１７

文化交流系教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C４０K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C４１J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C３３K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C２１K１１０１２１
１～４２３０講義教育学LA１０C１４K２１０１１４

教育系教養
１～４２３０講義倫理学LA１０C１１K２１０１１１
１～４２３０講義教育と人権LA１０C３１K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C２４K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C３４K１１０１３４
１～４２３０講義心理学LA１０C１３K２１０１１３

心理福祉系教養
１～４２３０講義社会福祉学LA１０C５５K１１０１６２
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１６K１１０１１６
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１５K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C４３K２１０１４４

食物健康系教養
１～４２３０講義食といのちLA１０C４６K１１０１４７
１～４２３０講義食と文化LA１０C５６K１１０１６３
１～４２３０講議栄養と食生活LA１０C５７K１１０１６４
１～４２３０講議生命倫理LA１０C４４K１１０１４５

看護系教養
１～４２３０講議家族を考えるLA１０C３５K１１０１３５
１～４２３０講議経済学LA１０C２８K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講議貨幣論LA１０C３６K２１０１３６
１～４２３０講議国際経済と暮らしLA１０C３０K１１０１３０
１～４２３０講議時事問題研究LA１０C３９K１１０１３９
１～４２３０講議グローバリゼーションを考えるLA１０C２７K２１０１２７
１～４２３０講議地球環境と人間LA１０C４７K１１０１４８

自然環境系教養
１～４２３０講議災害と人間LA１０C４９K１１０１５０
１～４２３０講議科学技術の現在LA１０C５０K１１０１５１
１～４２３０講議宇宙の探究LA１０C５２K２１０１５３

４単位必修

１①３０演習総合英語ⅠLA１１A０２E１１００５８

英語
言語

コミュニ
ケーション

１①３０演習総合英語ⅡLA１２A０２E１１００５９
２１３０演習総合英語ⅢLA２３C０１E１１００６０
２１３０演習総合英語ⅣLA２４C０１E１１００６１
３１３０演習総合英語ⅤLA３５C０１E１１００６２
３１３０演習総合英語ⅥLA３６C０１E１１００６３
１①３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１A０３E１１００５４
１①３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２A０３E１１００５５
２１３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３C０２E１１００５６
２１３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４C０２E１１００５７
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８９

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

１１３０演習ドイツ語ⅠALA１１C０１E１１００６５

英語以外

言語
コミュニ
ケーション

１１３０演習ドイツ語ⅡALA１２C０１E１１００６６
１１３０演習ドイツ語ⅠBLA１１C０２E１１００６７
１１３０演習ドイツ語ⅡBLA１２C０２E１１００６８
２１３０演習ドイツ語ⅢALA２３C０３E１１００６９
２１３０演習ドイツ語ⅣALA２４C０３E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０４E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０４E１１００７２
１１３０演習フランス語ⅠALA１１C０３E１１００７３
１１３０演習フランス語ⅡALA１２C０３E１１００７４
１１３０演習フランス語ⅠBLA１１C０４E１１００７５
１１３０演習フランス語ⅡBLA１２C０４E１１００７６
２１３０演習フランス語ⅢALA２３C０５E１１００７７
２１３０演習フランス語ⅣALA２４C０５E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０６E１１００７９
２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０６E１１００８０
１１３０演習中国語ⅠALA１１C０５E１１００８１
１１３０演習中国語ⅡALA１２C０５E１１００８２
１１３０演習中国語ⅠBLA１１C０６E１１００８３
１１３０演習中国語ⅡBLA１２C０６E１１００８４
２１３０演習中国語ⅢALA２３C０７E１１００８５
２１３０演習中国語ⅣALA２４C０７E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０８E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０８E１１００８８
１１３０演習コリアンⅠALA１１C０７E１１００８９
１１３０演習コリアンⅡALA１２C０７E１１００９０
１１３０演習コリアンⅠBLA１１C０８E１１００９１
１１３０演習コリアンⅡBLA１２C０８E１１００９２
２１３０演習コリアンⅢALA２３C０９E１１００９３
２１３０演習コリアンⅣALA２４C０９E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C１０E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C１０E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C０２E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C０３E１１００９８

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C６３E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C６４E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C６５E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C６６E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C６７E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C６８E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C６９E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C７０E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０６J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０７J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４

１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０８J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０９J２１００３５
１～４２３０講議留学生のための日本学基礎LA１０C１０K１１００４９

２単位必修

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B０１E１１００４４

データサイエンス

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B０１E１１００４５
２嘩３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６

１～４２３０講議データサイエンスⅠLA１１C１１K２１０１３７
１～４２３０演習データサイエンスⅡLA１２C１１E１１０１６６
１～４２３０講議はじめての統計学LA１０C５１K１１０１５２
２～４２３０演習はじめてのプログラミングLA２０C０３E１１０１６７

１単位必修

１～４課３０実技体育実技ⅠLA１１B０２J１１０１５５

健康スポーツ
１～４１３０実技体育実技ⅡALA１２C１１J１１０１６０
１～４１３０実技体育実技ⅡBLA１２C１２J１１０１６１
１～４嘩３０講議運動と健康LA１０B０４K１１００３０
１～４２３０講議汎用的スキルALA１０C５４K２１０１５７

汎用的スキル １～４２３０講議汎用的スキルBLA１０C５８K１１０１６８
１～４２３０講議汎用的スキルCLA１０C５９K１１０１６９
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９２

２０２２年度～
他所属学生の履修の可否

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMFWCPE
×××××××

２６単位必修

１②３０講義人体構造機能学ANU１０A０１K３３１１０１

人
体
の
構
造
と
機
能
・
疾
病
の

成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進専

門
基
礎
科
目

×××××××１②３０講義人体構造機能学BNU１０A０２K２３１１８６
×××××××２①３０演習人体構造機能学演習NU２０A０１E２３１１８７
×××××××１①１５講義生化学NU１０A０３K１３１１０３
×××××××１①１５講義栄養・代謝学NU１０A０４K３３１１０４
×××××××１１３０演習食物健康演習NU１０C０３E１３１２１３
×××××××１①１５講義感染と防御NU１０A０５K３３１１０６
×××××××２②３０講義病理病態学NU２０A０２K１３１１０７
×××××××２②３０講義薬理学NU２０A０３K１３１１０８
×××××××２③４５講義疾病治療論NU２０A０４K１３１１０９
×××××××２①１５講義疾病治療論（小児）NU２０A２３K１３１２１４
×××××××２①１５講義疾病治療論（母性）NU２０A２４K１３１２１５
×××××××２①１５講義疾病治療論（精神）NU２０A２５K１３１２１６
×××××××１①１５講義医療倫理NU１０A１４K１３１２１７健

康
支
援
と

倫
理
・
社
会

×××××××１②３０講義社会保障制度論NU１０A０７K３３１１１１
×××××××２②３０講義保健医療福祉行政論NU２０A２６K３３１１１２
×××××××２１１５講義カウンセリング技術NU２０C０２K１３１２１２
×××××××１①１５講義公衆衛生学NU１０A０９K１３１１７８健

康
現
象
の

疫
学
と
統
計

×××××××２②３０講義疫学NU２０A０６K２３１１１５
×××××××３２３０講義保健統計NU３０C０１K１３１１７９
×××××××

２２単位必修

１②３０講義看護学概論NU１０A１５K１３１２１８

看
護
学
の
基
本

専
門
科
目

×××××××２②３０講義看護倫理NU２０A２７K１３１２１９
×××××××１①３０演習看護学へのアプローチNU１０A１６E２３１１１８
×××××××１①３０演習看護とコミュニケーションNU１０A１７E２３１１９１
×××××××１①３０演習ヘルスアセスメントANU１０A１８E３３１１１９
×××××××２①３０演習ヘルスアセスメントBNU２０A２８E３３１１２０
×××××××１②６０演習援助技術論ANU１０A１１E３３１１２３
×××××××２②６０演習援助技術論BNU２０A０８E３３１１２４
×××××××２①１５講義看護関係法規NU２０A２９K３３１１２５
×××××××２①１５講義精神保健NU２０A３０K１３１２２０
×××××××２②６０演習健康教育論NU２０A１０E２３１１９２
×××××××１①３０演習ライフステージと看護NU１０A１９E１３１２２１
×××××××２①３０演習看護とクリティカルシンキングNU２１A０１E１３１２２２
×××××××１①４５実習地域・在宅看護学実習ⅠNU１１A０２J１３１２２３
×××××××２③１３５実習基礎看護学実習NU２０A１１J２３１１３０
×××××××

１４単位必修

２①３０演習看護実践統合演習ⅠNU２０A３１E３３１１２２

看
護
展
開
の
基
礎

×××××××２②３０講義成熟期看護学概論NU２０A３２K１３１２２４
×××××××２②３０講義成熟期療養支援看護学ANU２０A３３K１３１２２５
×××××××２②３０講義成熟期生活支援看護学ANU２０A３４K１３１２２６
×××××××２①１５講義小児看護学ANU２０A１４K２３１１９３
×××××××２①１５講義母性看護学ANU２０A１５K２３１１９４
×××××××２①１５講義精神看護学ANU２０A１６K２３１１９５
×××××××２①１５講義公衆衛生看護学概論NU２０A３５K１３１２２７
×××××××２①１５講義家族看護論NU２０A３６K１３１２２８
×××××××２①１５講義在宅看護学ANU２０A１８K２３１１９６
×××××××２①４５実習地域・在宅看護学実習ⅡNU２２A０１J１３１２２９
×××××××３①３０演習看護実践統合演習ⅡNU３２A０１E２３１１９７

看
護
展
開
の
応
用

×××××××３②６０演習成熟期療養支援看護学BNU３０A１３E１３１２３０
×××××××３②６０演習成熟期生活支援看護学BNU３０A０２E３３１１４４
×××××××３②６０演習小児看護学BNU３０A０３E２３１１９９
×××××××３②６０演習母性看護学BNU３０A０４E３３１１４６
×××××××３②６０演習精神看護学BNU３０A０５E２３１２００
×××××××３②６０演習在宅看護学BNU３０A０６E２３１２０１
×××××××２１１５講義公衆衛生看護活動展開論ANU２０C０３K２３１２０２
×××××××３２６０演習公衆衛生看護活動展開論BNU３０C０２E３３１１８０
×××××××３２３０講義公衆衛生看護活動展開論CNU３０C０４K１３１２３１

専門基礎科目２６単位、専門科目７６単位以上

（２）学科科目〔看護学科〕

２７単位必修
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９３

他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LMFWCPE
×××××××４２３０講義公衆衛生看護管理論NU４０C１１K１３１２３２

看
護
展
開
の
応
用

専
門
科
目

×××××××２１３０演習学校保健NU２０C０４E１３１２０４
×××××××３１１５講義学校健康相談NU３０C０５K２３１２０５
×××××××４１１５講義産業保健NU４０C０３K１３１１８２
×××××××３④１８０実習成熟期療養支援看護学実習NU３０A０７J２３１１５５
×××××××３②９０実習成熟期生活支援看護学実習NU３０A１４J１３１２３３
×××××××３②９０実習小児看護学実習NU３０A０９J１３１１５７
×××××××３②９０実習母性看護学実習NU３０A１０J１３１１５８
×××××××３②９０実習精神看護学実習NU３０A１１J１３１１５９
×××××××３②９０実習地域・在宅看護学実習ⅢNU３３A０１J３３１１６０
×××××××２１４５実習公衆衛生看護学実習ANU２０C０５J３３１１８３
×××××××４４１８０実習公衆衛生看護学実習BNU４０C０４J２３１２０６
×××××××

１１単位必修を
含めて１３単位
選択

４①１５講義エンドオブライフケア論NU４０A０５K２３１１５４

看
護
学
の
発
展

×××××××４①３０演習災害看護論NU４０A０４E２３１２１０
×××××××４①１５講義看護マネジメントNU４０A０２K２３１１６４
×××××××４①１５講義研究方法論NU４０A０３K１３１１６７
×××××××４①３０演習研究方法論演習ⅠNU４１A０１E１３１２０８
×××××××４①３０演習研究方法論演習ⅡNU４２A０１E１３１２０９
×××××××４１１５講義国際看護論NU４０C１２K１３１１６３
×××××××４１１５講義看護教育学NU４０C０５K１３１１６５
×××××××４１１５講義リハビリテーション看護NU４０C０７K１３１１７０
×××××××４１１５講義がん看護NU４０C０８K１３１１７１
×××××××４１１５講義保健医療看護経済学NU４０C１３K２３１１１３
×××××××４１１５講義生と死の倫理NU４０C１０K１３１２１１
×××××××１～４２６０演習異文化看護演習NU１０C０２E２３１２０７
×××××××４①３０演習看護実践統合演習ⅢNU４３A０１E３３１１７６
×××××××４④１８０実習総合実習NU４０A０７J１３１２３４

他所属学生の履修の可否は、カリキュラム表に記載されており、○が付いているものは基本的に履修が可能である。ただ
し、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必要がある。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が所属カリキュラムにある場合か、②必修の科目等で他所属学

生を受け入れる余地がない場合に当てはまる。

２単位選択
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９８

履修に関しては次のことに注意すること。
１．単位数を囲む○印は必修科目を示す。
２．単位数を囲む□印は選択必修科目を示す。
３．各授業科目は、それぞれ固有の科目コードを持つ。
４．１年間に登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目が４７単位未満で、総単位数は５６単位以内とする。

ただし、前学年度のGPAが３．０以上の学生は、卒業要件科目については５０単位未満、総単位数は６０
単位以内とする。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

２．授業科目、単位数および履修規程
〔経営学部〕

（１）全学教養科目

＜経営学科＞

２０２４年度～

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

４単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１
３２３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３C０１K１１００５２

１８単位以上選択

１～４２３０講義歴史学LA１０C１２K２１０１１７

文化交流系教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C３５K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C３６J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C２８K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C１６K１１０１２１
１～４２３０講義教育学LA１０C０９K２１０１１４

教育系教養
１～４２３０講義倫理学LA１０C０６K２１０１１１
１～４２３０講義教育と人権LA１０C２６K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C１９K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C２９K１１０１３４
１～４２３０講義心理学LA１０C０８K２１０１１３

心理福祉系教養
１～４２３０講義社会福祉学LA１０C５０K１１０１６２
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１１K１１０１１６
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１０K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C３８K２１０１４４

食物健康系教養
１～４２３０講義食といのちLA１０C４１K１１０１４７
１～４２３０講義食と文化LA１０C５１K１１０１６３
１～４２３０講義栄養と食生活LA１０C５２K１１０１６４
１～４２３０講義看護学LA１０C５３K１１０１６５

看護系教養
１～４２３０講義ライフサイクルと健康LA１０C４０K２１０１４６
１～４２３０講義生命倫理LA１０C３９K１１０１４５
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C３０K１１０１３５
１～４２３０講義経済学LA１０C２３K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講義貨幣論LA１０C３１K２１０１３６
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C２５K１１０１３０
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C３４K１１０１３９
１～４２３０講義グローバリゼーションを考えるLA１０C２２K２１０１２７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C４２K１１０１４８

自然環境系教養
１～４２３０講義災害と人間LA１０C４４K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C４５K１１０１５１
１～４２３０講義宇宙の探究LA１０C４７K２１０１５３
１課３０演習総合英語ⅠLA１１B０１E１１００５８

英語
言語

コミュニ
ケーション

１課３０演習総合英語ⅡLA１２B０１E１１００５９
２課３０演習総合英語ⅢLA２３B０１E１１００６０
２課３０演習総合英語ⅣLA２４B０１E１１００６１
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修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

３課３０演習総合英語ⅤLA３５B０１E１１００６２

英語

言語
コミュニ
ケーション

３課３０演習総合英語ⅥLA３６B０１E１１００６３
１課３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２E１１００５４
１課３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２E１１００５５
２課３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３B０２E１１００５６
２課３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４B０２E１１００５７
１課３０演習ドイツ語ⅠALA１１B０３E１１００６５

英語以外

１課３０演習ドイツ語ⅡALA１２B０３E１１００６６
１課３０演習ドイツ語ⅠBLA１１B０４E１１００６７
１課３０演習ドイツ語ⅡBLA１２B０４E１１００６８
２１３０演習ドイツ語ⅢALA２３C０１E１１００６９
２１３０演習ドイツ語ⅣALA２４C０１E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０２E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０２E１１００７２
１課３０演習フランス語ⅠALA１１B０５E１１００７３
１課３０演習フランス語ⅡALA１２B０５E１１００７４
１課３０演習フランス語ⅠBLA１１B０６E１１００７５
１課３０演習フランス語ⅡBLA１２B０６E１１００７６
２１３０演習フランス語ⅢALA２３C０３E１１００７７
２１３０演習フランス語ⅣALA２４C０３E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０４E１１００７９
２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０４E１１００８０
１課３０演習中国語ⅠALA１１B０７E１１００８１
１課３０演習中国語ⅡALA１２B０７E１１００８２
１課３０演習中国語ⅠBLA１１B０８E１１００８３
１課３０演習中国語ⅡBLA１２B０８E１１００８４
２１３０演習中国語ⅢALA２３C０５E１１００８５
２１３０演習中国語ⅣALA２４C０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０６E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０６E１１００８８
１課３０演習コリアンⅠALA１１B０９E１１００８９
１課３０演習コリアンⅡALA１２B０９E１１００９０
１課３０演習コリアンⅠBLA１１B１０E１１００９１
１課３０演習コリアンⅡBLA１２B１０E１１００９２
２１３０演習コリアンⅢALA２３C０７E１１００９３
２１３０演習コリアンⅣALA２４C０７E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０８E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C０８E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C５４E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C５５E１１００９８

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C５６E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C５７E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C５８E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C５９E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C６０E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C６１E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C６２E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C６３E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C０１J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C０２J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４

１～４２６０実習海外文化研修LA１０C０３J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C０４J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C０５K１１００４９

４単位必修

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１B１３E１１００４４

データサイエンス

１嘩３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２B１３E１１００４５
２嘩３０演習コンピュータ実習LA２０B０１E２１００４６

１～４嘩３０演習データサイエンスⅡLA１２B１６E１１０１６６
１～４嘩３０講義はじめての統計学LA１０B１０K１１０１５２
２～４嘩３０演習はじめてのプログラミングLA２０B０２E１１０１６７

８単位必修
（うち英語
４単位以上）
英語以外の外
国を含める場
合は同一言語
２単位または
同一言語４単
位とする
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１０２

他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LNFWCPE
×××××××

２０単位必修

１②３０講義経営学入門ⅠMA１１A０１K１４１００１

基
幹
科
目

×××××××１②３０講義経営学入門ⅡMA１２A０１K１４１００２
×××××××１②３０演習リーダーシップ基礎演習MA１０A０１E１４１１２６
×××××××１②３０演習リーダーシップ演習ⅠMA１１A０２E１４１００９
×××××××２②３０演習リーダーシップ演習ⅡMA２２A０１E２４１０１２
×××××××２②３０演習リーダーシップ演習ⅢMA２３A０１E２４１０１０
×××××××３②３０演習経営演習ⅠMA３１A０１E１４１１１０
×××××××３②３０演習経営演習ⅡMA３２A０１E１４１１１１
×××××××４②３０演習経営演習ⅢMA４３A０１E１４１１１２
×××××××４②３０演習経営演習ⅣMA４４A０１E１４１１１３
○○○○○○○

６単位以上選択

１～２２３０講義行政学MA１０C０７K１４１１１４

専
門
基
礎
科
目

○○○○○○○１～２２３０講義企業倫理MA１０C０８K１４１１３１
○○○○○○○１～２２３０講義会社法ⅠMA１１C０３K２４１０７２
○○○○○○○１～２２３０講義会社法ⅡMA１２C０４K２４１０７３
○○○○○○○２嘩３０講義経営学総論＊MA２０B０１K３４１００５
○○○○○○○１２３０講義入門簿記論MA１０C０２K３４１０４７
○○○○○○○２２３０講義経営史MA２０C０６K３４１０２８
○○○○○○○１２３０講義ミクロ経済学入門MA１０C０５K１４００１５
○○○○○○○１２３０講義マクロ経済学入門MA１０C０４K１４００１６
○○○○○○○２２３０講義ビジネスリサーチMA２０C０５K１４１００８
○○○○○○○２嘩３０講義マーケティング論Ⅰ＊MA２１B０１K１４１０４１
○○○○○○○２嘩３０講義ビジネスエコノミクス入門＊MA２０B０２K２４１０３８
○○○○○○○１２３０講義データサイエンス基礎MA１０C０９K１４１１３２
○○○○○○○２２３０講義経営戦略論ⅠMA２１C０１K２４１０１６

戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

専
門
科
目

○○○○○○○３２３０講義経営戦略論ⅡMA３２C０１K１４１０１７
○○○○○○○３２３０講義経営組織論MA３０C０１K２４１０１８
○○○○○○○２２３０講義経営管理論MA２０C０２K２４１０２０
○○○○○○○３２３０講義ベンチャービジネス論MA３０C０５K２４１０３１
○○○○○○○２２３０講義人材マネジメント論ⅠMA２１C０２K１４１０２２
○○○○○○○２２３０講義人材マネジメント論ⅡMA２２C０３K１４１０２３
○○○○○○○３２３０講義国際経営論MA３０C０６K１４１０９０
○○○○○○○２２３０講義英語で学ぶ経営学入門MA２０C０７K２４１０７１
×××××××１２３０講義キャリアデザインMA１０C０１K１４１００７
○○○○○○○２２３０講義中小企業経営論MA２０C２６K１４１１３３
○○○○○○○３２３０講義経営情報論MA３０C０２K３４１０１９

Ｉ
Ｃ
Ｔ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

○○○○○○○３２３０講義情報技術基礎MA３０C２０K１４１１２７
○○○○○○○２２３０講義情報システム論MA２０C０３K２４１０８７
○○○○○○○２２３０演習情報システム演習MA２０C２３E１４１１２８
○○○○○○○２２３０講義ITビジネス論MA２０C０４K２４１０８８
○○○○○○○３２３０講義オペレーションズ・リサーチMA３０C２１K１４１１２９
○○○○○○○３２３０講義イノベーションマネジメントMA３０C０３K３４１０２６
○○○○○○○３２３０講義ビジネスプラニングMA３０C０４K２４１０２７
○○○○○○○２２３０講義WebビジネスMA２０C２７K１４１１３４
○○○○○○○２２３０講義新技術とビジネスMA２０C２８K１４１１３５
○○○○○○○３２３０講義デジタル広告MA３０C２２K１４１１３６
○○○○○○○２２３０講義マーケティング論ⅡMA２２C０３K１４１０４２

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系

○○○○○○○２２３０講義流通システム論MA２０C０８K２４１０４３
○○○○○○○２２３０講義流通経営論MA２０C０９K３４１０４４
○○○○○○○３２３０講義マーケティング戦略論MA３０C０７K１４１０４５
○○○○○○○３２３０講義消費者行動論ⅠMA３１C０２K１４１０９４
○○○○○○○３２３０講義消費者行動論ⅡMA３２C０２K１４１０９５
○○○○○○○２２３０講義マーケティングコミュニケーション論MA２０C２４K１４１１３０
○○○○○○○３２３０講義サービス・マーケティング論MA３０C０９K１４１０４６
○○○○○○○２２３０講義マーケティング調査MA２０C２５K２４１１００

２０２３年度～

基幹科目２０単位、専門科目６０単位のうち、専門基礎科目６単位以上、専門科目５２単位以上、学科科目合計８０単位以上

（２）学科科目〔経営学科〕

５２単位以上選択
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１０３

他所属学生の履修の可否
修得単位・備考配置

年次単位数授業
時間数

授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

LNFWCPE
○○○○○○○１２３０講義基礎簿記論MA１０C０３K３４１０４８

会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
系

専
門
科
目

○○○○○○○２２３０講義応用簿記論MA２０C１０K３４１０４９
○○○○○○○２２３０講義会社簿記論MA２０C１１K３４１０５０
○○○○○○○１嘩３０講義会計学入門Ⅰ＊MA１１B０１K１４１００３
○○○○○○○１２３０講義会計学入門ⅡMA１２C０２K１４１００４
○○○○○○○２２３０講義財務会計論ⅠMA２１C０３K１４１０５１
○○○○○○○２２３０講義財務会計論ⅡMA２２C０５K１４１０５２
○○○○○○○３２３０講義経営分析論MA３０C１１K３４１０５９
○○○○○○○２２３０講義原価計算論MA２０C１２K３４１０５５
○○○○○○○２２３０講義工業簿記論MA２０C１３K３４１０５６
○○○○○○○３２３０講義監査論MA３０C２３K１４１１３７
○○○○○○○３２３０講義租税論ⅠMA３１C０３K２４１０６６
○○○○○○○３２３０講義租税論ⅡMA３２C０３K２４１０６７
○○○○○○○２２３０講義ファイナンスⅠMA２１C０４K１４１０６１
○○○○○○○２２３０講義ファイナンスⅡMA２２C０６K１４１０６２
○○○○○○○２２３０講義金融論MA２０C１４K２４１０６３
○○○○○○○２２３０講義国際金融論MA２０C１５K２４１０６４
○○○○○○○２２３０講義証券市場論MA２０C１６K１４１０６５
○○○○○○○２２３０講義ビジネスエコノミクスⅠMA２１C０５K２４１０３９

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
系

○○○○○○○３２３０講義ビジネスエコノミクスⅡMA３２C０４K１４１１０１
○○○○○○○２２３０講義国際経済論MA２０C２９K２４１１０２
○○○○○○○３２３０講義公共経済論MA３０C１８K４４１０３６
○○○○○○○２２３０講義地域経済論MA２０C３０K１４１１３８
○○○○○○○３２３０講義地域産業経営論MA３０C０４K２４１０３４
○○○○○○○３２３０講義地域づくり論MA３０C２４K２４１０３５
○○○○○○○３２３０講義観光ビジネス論MA３０C１４K１４１１２０
○○○○○○○３２３０講義地域ブランド論MA３０C１５K２４１０９８
○○○○○○○３２３０講義環境ビジネスMA３０C２５K１４１１３９
○○○○○○○２２３０講義公共経営論MA２０C１９K３４１０８５
○○○○○○○１２３０講義ビジネスコミュニケーションⅠMA１１C０２K１４１０６８ビ

ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
系

○○○○○○○１２３０講義ビジネスコミュニケーションⅡMA１２C０３K１４１０６９
○○○○○○○２２３０講義外書講読MA２０C２０K２４１０７０
○○○○○○○２２３０講義ビジネス英語MA２０C２１K１４１１０４
×××××××３２３０講義時事英語MA３０C１７K１４１１０５
×××××××１２３０講義TOEFL/TOEIC集中講座MA１０C０６K２４１０７６
×××××××２２３０演習グローバルビジネス演習MA２０C２２E１４１１０６フ

ィ
ー
ル
ド

ス
タ
デ
ィ
系

×××××××３２３０演習地域マネジメント演習MA３０C１８E１４１１０７
×××××××３２３０演習地域インターンシップMA３０C１９E１４１１０８
○○○○○○○２２３０講義経営特講ⅠMA２１C０６K１４１０７９特

別
講
義

○○○○○○○２２３０講義経営特講ⅡMA２２C０７K１４１０８０
○○○○○○○２２３０講義経営特講ⅢMA２３C０１K１４１０８１
×××××××４４卒業研究MA４０C０１S１４１１０９

＊は選択必修科目。指定４科目（８単位）から２科目（４単位）以上を選択。

他所属学生の履修の可否は、カリキュラム表に記載されており、○が付いているものは基本的に履修が可能である。ただ
し、授業内容と授業形式によっては人数に制限があるため、担当教員の了解を受ける必要がある。
なお、履修登録できない科目のほとんどは、①同種の科目が所属カリキュラムにある場合か、②必修の科目等で他所属学

生を受け入れる余地がない場合に当てはまる。
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１０８

履修に関しては次のことに注意すること。
１．単位数を囲む○印は必修科目を示す。
２．単位数を囲む□印は選択必修科目を示す。
３．各授業科目は、それぞれ固有の科目コードを持つ。
４．１年間に登録できる単位数は、卒業要件に関わる科目が５０単位未満で、総単位数は６０単位以内とする。

七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七

２．授業科目、単位数および履修規程
〔未来教養学環〕

（１）全学教養科目

＜未来教養学環＞

２０２４年度～

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

６単位必修
１②３０講義キリスト教の精神と文化ⅠLA１１A０１K１１００５０

建学の精神 １②３０講義キリスト教の精神と文化ⅡLA１２A０１K１１００５１
３②３０講義キリスト教の精神と文化ⅢLA３３A０１K１１００５２

１４単位以上選択
（各区分２単位
以上）

１～４２３０講義歴史学LA１０C０１K２１０１１７

文化交流系教養

現代教養

１～４２３０講義地域を学ぶLA１０C０２K１１０１４０
１～４２６０実習コミュニティで学ぶLA１０C０３J１１０１４１
１～４２３０講義共に生きるLA１０C０４K１１０１３３
１～４２３０講義美と芸術の歴史LA１０C０５K１１０１２１
１～４２３０講義教育学LA１０C０６K２１０１１４

教育系教養
１～４２３０講義倫理学LA１０C０７K２１０１１１
１～４２３０講義教育と人権LA１０C０８K２１０１３１
１～４２３０講義日本国憲法LA１０C０９K１１００３６
１～４２３０講義ジェンダーの現在LA１０C１０K１１０１３４
１～４２３０講義心理学LA１０C１１K２１０１１３

心理福祉系教養
１～４２３０講義社会福祉学LA１０C１２K１１０１６２
１～４２３０講義対人関係の心理学LA１０C１３K１１０１１６
１～４２３０講義カウンセリングとメンタルヘルスLA１０C１４K１１０１１５
１～４２３０講義生命科学LA１０C１５K２１０１４４

食物健康系教養
１～４２３０講義食といのちLA１０C１６K１１０１４７
１～４２３０講義食と文化LA１０C１７K１１０１６３
１～４２３０講義栄養と食生活LA１０C１８K１１０１６４
１～４２３０講義看護学LA１０C１９K１１０１６５

看護系教養
１～４２３０講義ライフサイクルと健康LA１０C２０K２１０１４６
１～４２３０講義生命倫理LA１０C２１K１１０１４５
１～４２３０講義家族を考えるLA１０C２２K１１０１３５
１～４２３０講義経済学LA１０C２３K２１０１２８

経営系教養
１～４２３０講義貨幣論LA１０C２４K２１０１３６
１～４２３０講義国際経済と暮らしLA１０C２５K１１０１３０
１～４２３０講義時事問題研究LA１０C２６K１１０１３９
１～４２３０講義グローバリゼーションを考えるLA１０C２７K２１０１２７
１～４２３０講義地球環境と人間LA１０C２８K１１０１４８

自然環境系教養
１～４２３０講義災害と人間LA１０C２９K１１０１５０
１～４２３０講義科学技術の現在LA１０C３０K１１０１５１
１～４２３０講義宇宙の探究LA１０C３１K２１０１５３
１課３０演習総合英語ⅠLA１１B０１E１１００５８

英語
言語

コミュニ
ケーション

１課３０演習総合英語ⅡLA１２B０１E１１００５９
２課３０演習総合英語ⅢLA２３B０１E１１００６０
２課３０演習総合英語ⅣLA２４B０１E１１００６１
３課３０演習総合英語ⅤLA３５B０１E１１００６２
３課３０演習総合英語ⅥLA３６B０１E１１００６３
１課３０演習英語コミュニケーションⅠLA１１B０２E１１００５４

８単位必修
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１０９

修得単位・備考配置
年次単位数授業

時間数
授業
形式授業科目科目

ナンバリング
科目
明細

科目
コード学科目

１課３０演習英語コミュニケーションⅡLA１２B０２E１１００５５
英語

言語
コミュニ
ケーション

２課３０演習英語コミュニケーションⅢLA２３B０２E１１００５６
２課３０演習英語コミュニケーションⅣLA２４B０２E１１００５７

同一言語６単位
必修

１課３０演習ドイツ語ⅠALA１１B０３E１１００６５

英語以外

１課３０演習ドイツ語ⅡALA１２B０３E１１００６６
１課３０演習ドイツ語ⅠBLA１１B０４E１１００６７
１課３０演習ドイツ語ⅡBLA１２B０４E１１００６８
２課３０演習ドイツ語ⅢALA２３B０３E１１００６９
２課３０演習ドイツ語ⅣALA２４B０３E１１００７０
２１３０演習ドイツ語ⅢBLA２３C０２E１１００７１
２１３０演習ドイツ語ⅣBLA２４C０２E１１００７２
１課３０演習フランス語ⅠALA１１B０５E１１００７３
１課３０演習フランス語ⅡALA１２B０５E１１００７４
１課３０演習フランス語ⅠBLA１１B０６E１１００７５
１課３０演習フランス語ⅡBLA１２B０６E１１００７６
２課３０演習フランス語ⅢALA２３B０４E１１００７７
２課３０演習フランス語ⅣALA２４B０４E１１００７８
２１３０演習フランス語ⅢBLA２３C０４E１１００７９
２１３０演習フランス語ⅣBLA２４C０４E１１００８０
１課３０演習中国語ⅠALA１１B０７E１１００８１
１課３０演習中国語ⅡALA１２B０７E１１００８２
１課３０演習中国語ⅠBLA１１B０８E１１００８３
１課３０演習中国語ⅡBLA１２B０８E１１００８４
２課３０演習中国語ⅢALA２３B０５E１１００８５
２課３０演習中国語ⅣALA２４B０５E１１００８６
２１３０演習中国語ⅢBLA２３C０６E１１００８７
２１３０演習中国語ⅣBLA２４C０６E１１００８８
１課３０演習コリアンⅠALA１１B０９E１１００８９
１課３０演習コリアンⅡALA１２B０９E１１００９０
１課３０演習コリアンⅠBLA１１B１０E１１００９１
１課３０演習コリアンⅡBLA１２B１０E１１００９２
２課３０演習コリアンⅢALA２３B０６E１１００９３
２課３０演習コリアンⅣALA２４B０６E１１００９４
２１３０演習コリアンⅢBLA２３C０８E１１００９５
２１３０演習コリアンⅣBLA２４C０８E１１００９６
１１３０演習その他の外国語ALA１０C３２E１１００９７
１１３０演習その他の外国語BLA１０C３３E１１００９８

外国において中
等教育を受けた
学生にのみ適用

１～４１３０演習外国語としての日本語ALA１０C３４E２１０１０１
１～４１３０演習外国語としての日本語BLA１０C３５E２１０１０２
１～４１３０演習外国語としての日本語CLA１０C３６E２１０１０３
１～４１３０演習外国語としての日本語DLA１０C３７E２１０１０４
１～４１３０演習外国語としての日本語ELA１０C３８E２１０１０５
１～４１３０演習外国語としての日本語FLA１０C３９E２１０１０６
１～４１３０演習外国語としての日本語GLA１０C４０E２１０１０７
１～４１３０演習外国語としての日本語HLA１０C４１E２１０１０８
１４１２０実習海外語学研修ALA１０C４２J１１００３１

留学

２４１２０実習海外語学研修BLA２０C０１J１１００３２
１２６０実習海外語学研修CLA１０C４３J１１００３３
２２６０実習海外語学研修DLA２０C０２J１１００３４

１～４２６０実習海外文化研修LA１０C４４J１１００４８
１～４２６０実習異文化体験LA１０C４５J２１００３５
１～４２３０講義留学生のための日本学基礎LA１０C４６K１１００４９

４単位必修

１２３０演習コンピュータ基礎ⅠLA１１C０１E１１００４４

データサイエンス

１２３０演習コンピュータ基礎ⅡLA１２C０１E１１００４５
２２３０演習コンピュータ実習LA２０C０３E２１００４６

１～４②３０講義データサイエンスⅠLA１１A０２K２１０１３７
１～４②３０演習データサイエンスⅡLA１２A０２E１１０１６６
１～４２３０講義はじめての統計学LA１０C４７K１１０１５２
２～４２３０演習はじめてのプログラミングLA２０C０４E１１０１６７
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茨城キリスト教大学データサイエンス教育プログラム
取組概要

■プログラム導入の目的
ITリテラシーを培う人材の確保は、地域企業としても喫緊の課題となっている。
本プログラムを機能させることで、地域が求める人材を本学から輩出し、地域に
開かれた大学として貢献していく。

■本プログラムを通して学修できる内容
• データから価値を創出する一連の課程に関する基礎知識
• 数理・データサイエンス・AIが、社会変化に深く寄与しているものであり、

日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得るものであること
• 活用にあたって必要となる情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上

での留意事項
• 「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データサイエンス・AIの

基本的な活用法

■データサイエンスに関連する科目群
【必須の学修内容を含む科目】

・データサイエンスⅠ（経営学科はデータサイエンス基礎）

・データサイエンスⅡ
【関連する学修内容を含む科目】

・はじめての統計学
・教育統計学
・心理学統計法
・栄養統計処理
・保健統計
・情報技術基礎
・情報システム演習
・オペレーションズ・リサーチ

科目 主な内容

データサイエンスⅠ
（経営学科はデータサイ
エンス基礎）

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度のリ
テラシーレベルを体系的に扱い学ぶ。

データサイエンスⅡ 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度のリ
テラシーレベルの応用的内容として、Excel基本操作から統
計量について、データの関係性から線型回帰、時系列分析
までを学ぶ。

はじめての統計学 どのような領域においても共通する統計学の基礎について、
演習を取り入れながら解説する。

教育統計学/
心理学統計法/
栄養統計処理/
保健統計

児童教育学科、心理福祉学科、食物健康科学科、看護学科
の専門性と連動した統計処理の基礎と、その活用について
学ぶ。

情報技術基礎 社会におけるIT利活用の動向を主に取り扱い、情報技術を
活用する上でもって欲しいITに関する一般教養を学ぶ。

情報システム演習 今後DXが進展していく中で対応していくために、業務の自
動化として注目されているRPAの利用、CMSを活用した
Webサイト作成について学ぶ。

オペレーションズ・
リサーチ

問題の中には、科学理論と経験則を組み合わせることで、
解決できる事柄も多くある。数学モデルによる意思決定の
方法や問題解決の方法について学ぶ。
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